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序章 あらまし

第1節 地 理 的 位 置

小菅修験遺跡 は、長野県飯山市大字瑞穂 に位置 し、現在の小菅集落 と範囲がほぼ一致 してい ます・昭

和29年 の町村合併で飯山市 とな りましたが、それ以前 は下高井郡瑞穂村で した。

飯 山盆地 は、東西約6km、 南北約15kmの 紡錘形の小 さな盆地 です。盆地西縁 は、黒岩 山(938.6m)・

鍋倉 山(1288.8m)等 比較:的低 い関田山脈(東 頚城丘陵)に よって画 されています・ ここには越後 に通

ず るい くつかの峠道が知 られています。一一方、盆地東縁 は毛無 山(1649.8m)等 三 国山脈の支脈 によっ

て、また断層構造線 に沿 って急峻な山地で画 されています。飯 山市瑞穂地区は、盆地東縁の 山麓および

千 曲川河岸 に面 した段丘 ・丘 陵上に位置 しています。

小菅集落は、千 曲川河岸 より約150mか ら200m高 位 にあ り・発達 した扇状地上に立地 し・西の盆地底

に向けて広が りを見せています。集落東上方は、幅約750mの 西 に開いた馬蹄形 の崩壊 凹地 が認 め られ・

重要文化小菅神社奥社本殿 もこの中に位置 しています。すなわち、東側 は毛無 山に至 る急峻 な山地 で、

南北 をその支脈 によりそれぞれ画 され、西側 に唯一・開口 した地形 を呈 してい ます・ したがって・飯 山盆

地のやや東側 を流れる千曲川 を眼下 に眺め、遠 く西側 の関田山脈やさ らにその西 に聾 える妙高 山は・関

田山脈の上 に突 き出た状態で真正面 に眺めることがで きます。

小菅 に至 る道筋 は、 旧下水内郡 である飯山市常盤か ら千曲川 を渡 り関沢 の第二の鳥居 をくぐり・急峻

な参道 を登 って追分 ・西大門(仁 王 門)に 至る街道のほか、南か らは神戸か ら風切峠 を登 って桂清水 に

至 る南 口、及び現野沢温泉村前坂 か ら登 り、北竜湖東側 を通って コエ ン ドを越 えて小菅 に至 る北口の三

ヶ所の道筋があ ります。

飯山盆地底から小菅集落を望む(中 央雪に覆われた部分)

1



小菅修験遺跡の位置
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第2節 歴史と伝説概要

小菅修験遺跡 は、現在 の小菅神社が元隆寺あるいは小菅寺 と呼ばれていた中世頃最 も栄えた修験場 で

あ り、平安時代の末 には戸隠 ・飯綱 などとならんで北信濃の修験 の霊場 となっていた といわれています。

その起源は、天文11年(1542)5月 に別当 と衆徒 中によって記録 された 「信濃国高井郡小菅山八所権現

並元隆寺来 由記」、慶長5年(1600)5月 に別当大聖院澄舜が記 した 「信 州高井郡小 菅山元 隆寺縁起」

によると、 『役小角(役 行者)が この地 に来 り、渓谷の美 と神 木霊草 に心 を打 たれていた ところ、飯綱

明神が現れて、当地 は古仏練行、諸神集合 の地であるか ら仏法 を広 めるようにと奨め られた。そ こで行

者 は東嶺の岩窟で祈誓 していた ところ、小菅権現が現れ 『われは摩多羅神す なわち馬頭観音 の化 身であ

る。仏法 を擁護 しよう』 と告 げた。行者 はそ こで小 菅権現 を主神 とし、戸 隠 ・熊野 ・金峰 ・白山 ・立

山 ・山王 ・走湯の神 々を勧請 して入所の権現 を祀 った」(飯 山市誌上巻)と 伝 えてい ます。その後元隆

寺 を興 し、金堂 ・講堂 ・舞台 ・三重塔:・荒神堂 ・鐘楼 ・仁王門、 さらには里社 を建立 したと伝 えられて

います。

中世 には小菅 山元隆寺 として、衆徒 の僧房 は上 の院16坊 、中の院10坊 、下の院11坊 とそれを総括す る

大聖院 と末院10、 盛時 には僧侶、修験者、楽人等300人 を越 し広壮優i美を極めた とされ、応永13(1405)

年 に製作 された と考 え られる板絵著色観音三十三身図は、大塔合戦が終息、国内 も安定 し小 菅の地 も修

験:道の最盛期 を迎えた頃の ものです。 また、元隆寺来由記 は天文11(1542)年 ・に成 り、奥社脇立は天文

15(1546)年 の制作で、奥社本殿の再建 も天文年中になされてお り、 甲越 の戦いが始 まる前 のこの時期

までが小菅山が もっ とも平穏だった頃 と考え られ ます。

甲越 の戦い(川 中島合戦)は 、天文22(1553)年 頃 よ り始 まりました。弘治3(1557)年 、長尾景虎

(上杉謙信)が 元隆寺 に戦勝祈願 の願文 を奉納 しています。そ して、 もっとも激 しく戦った とされる第

.4回 川中島合戦(永 禄4年 二1561)の 余波に より、小菅山は奥院 を残 し灰儘 に帰 したといわれています。

時代が 降 り武 田 ・織田氏が滅 び、小菅荘 が再び上杉 景勝の所領 となるに及 び、天正19(1591)年 に別

当大聖院ならびに18坊 が願主 とな り、奥社本殿が修復 されました。 したがって、永禄4年 以降この頃ま

でに大聖院や多 くの坊が再興 された と考 えられ ます。宝物である寄進 された鰐 口(文 禄2年1593)は

この天正12年 の奥社本殿 の再興 を祝 した もの と推定 されます。

この ように再興 しつつあ りましたが、慶長3(1598)年 景勝 の会津転封に より別 当も移 ったために頓

挫 した と伝 えられています。

近世 に入 り、歴代城主の崇敬 の もとに修理等が行 われ、特 に松平氏 は、奥社や里社、講堂 ・大鳥居 な

どを修復 ・建立 しています。その後幕府領 とな りましたが、飯 山藩主本多氏 は毎年籾20俵 と杉苗一万本

を寄進 しています。なお、近世の文化財 としては、皆川廣照 ・廣泰 寄進の絵 馬 「黒神馬 ・白神馬」や

「花 鳥之図」、菩提 院の 「十六善神画像」・「浬葉 ・極楽 ・地獄絵 図」な どがあ ります。

明治2(1869)年 め神仏分離の政令 によ り、小 菅山元隆寺は 「小 菅社入所大神」 と改称 し、明治33年

5月 以来小菅神社 として今 日に至 りました。

この ような大 きな流れの中で小菅神社 は変遷 して きましたが、その実態 となるとはほ とんどわかって

いないのが現状で、そうしたことか ら今 回の総合調査 を実施することとな りました。(望 月 静雄)
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小菅集落中央を走る道路から妙高山を望む
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第1章 景観

第1節 植生景観の成 り立ちとその変遷

1は じめ に

小菅地区は、いわゆるご く普通の里 山の景観 を

なしています(写 真1)。 こ うした景色 は、 日本

の原風景 としてよ く形容 され るように、かつて 日

本のどこで もみ られました。 しか し、各地に方言

があるように人 と自然の関わ り方 も地域 によって

様々です。あ りふれた里山の景観 にも個 々の歴史

があ ります。そ して里 山は、人が 日々の暮 らしを

行 う過程 で形成 された ものですか ら、当然移 り変

わ りもします。 したがって里 山の景観は、その地

域の社会や文化 といった人の営みをあ りのままに

写真1小 菅界隈の景観。

反映 していると考 えられます。 ここでは、小菅 をとりま く植生(森 林、耕作地、草地、湿原な ど植物体

の総体)の 成 り立ちとその変遷 について、特 に人の暮 らしとの関係 か ら概観 しました。それは単 に小菅

の里山景観 の特徴 を述べ るだけではな く、そ こか ら日本人 と自然 との関わ りの歴史 を見据えることに焦

点を置 いています。

2植 生概観

小菅地区の植生は、大 き く6つ の タイプに分 けられます。1)ブ ナ林、2)キ タゴ ヨウマ ツ林、3)

ナラ類(コ ナラ、 ミズナラ、ク リ等)の 雑木林、4)ア カマ ツ林、5)ス ギ植林、6)湿 地 です。以下

にそれぞれの成 り立 ちと変遷 について述べ ます。

1)ブ ナ林

小菅集落の背後にある小菅山(標 高1022m)の

山頂付近 にはブナ林が見 られ ます(写 真2)。 ブ

ナを主 とす る落葉広葉樹林が東 日本 を中心 に広 く

覆ったのは縄文時代前期です。その分布域 は基本

的に現在 まで続 いている ことか ら、北信州 に現

在広が るブナ林 もそのころを起源 にしていると考

えられます。飯 山地方では現在、 ブナ林 は標高約

600mよ り上 部 に分布 してい ますが、 その他 にも、

千 曲川沿い(標 高320～400m程 度)の 丘陵地や小

菅集落のす ぐ脇(標 高約500m)で も、小 規模 な

が らブナ林が見 られ ます。 この地域では、人の 自

然への影響 を全 て排除す ると、環境条件が変 わら

写真2小 菅山山頂付近のブナ林。

なければ湿地や岩場 を除 くほぼ全域がいずれブナ林で覆われると考え られ ます。 このため現在のブナ林

は、人 による過度の利用 がなされず、ブナの集団が長い間維持 されて きた(世 代交代 を繰 り返 して き
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た)森 でもあ ります。 と同時 に、標高が低 い里 に残 るブナ林 は、その一帯 がかつてブナ林 で覆 われてい

たことを示唆 しています。

2)キ タゴヨウマツ林

キタゴヨウマツは小 菅山の尾根筋に 自生 してい

ます(写 真3)。 キタゴ ヨウマ ツは急峻 な尾根筋

によ く自生 しますが、 これは、表土が薄 く夏 は乾

燥 しやすい尾根の環境条件下ではブナなど広葉樹

が育ちに くいので、その空 間に居場所 を求めて存

続 しているにす ぎません。小菅の尾根筋のキタゴ

ヨウマツ林 は明治か ら大正 にかけ、数百本あった

うち半数以上が用材のために伐採 されました。 ま

た昭和2年 の小菅神社奥社補修 の際に もこの材が

使 われました。キ タゴヨウマ ツ林 は信州では珍 し

いため、小菅 の林 は現在、 国有林の遺伝子保存林

に指定 されています。 また、キタゴヨウマツは、

写真3小 菅山山頂付近のブナ林に混 じるキタゴヨウマ

ツ(中 央)。 このような林 は長野県では珍 しい。

種子がホシガラス とい うカラスの仲 間の鳥によって運ばれ ることによ り分布域が広が ると考 え られてい

ます。いずれにしてもキ タゴヨウマツ林の生態についてはまだわかっていない点が多 く、小菅のキタゴ

ヨウマツ林 を絶や さないために も、尾根筋 に残 るこの林の生態学 的な調査は今後必要であ る と思われ ま

す。

3)ナ ラ類 の雑木林

小 菅に限 らず広 く日本 には、 ナラ類(コ ナラ、

ミズナラ、 ク リな ど、いわゆる ドングリの木の仲

間)の 雑木林 が見 られ ます(写 真4)。 雑木林 と

は、学術 的には二次林 と呼 ばれ、ブナなどの 自然

林 を伐採 した後に二次的に成立 した森林 のことで

す。人 との関わ りが非常 に深 い森林で、その歴史

は縄文時代 にまでさかのぼることがで きます。ナ

ラ類 は繰 り返 し伐採 を受 けて も伐 り株 か らす ぐ新

しい芽 を伸 ばす再生能力(萌 芽能力)が 高 く、 こ

の性質 を活か して人々は昔か らそれ らを用材や燃

料 として大い に利用 して きました。 また ドングリ

は食用 として重宝 されま した。

写真4か つて燃料(薪 や木炭)を 得ていたコナラ林。

根元か ら複数の幹が伸びているのは萌芽 したため。この

ような樹形 はかつて繰 り返し伐っていたことの証で もあ

る。

4)ア カマ ツ林

アカマツ林(写 真5)は 、かつて小菅や飯 山で も普通 に見 られましたが、松枯れや植生遷移の進行 に

伴って次第 に少 な くな りつつあ ります。 日本人に馴染 みの深いアカマツ林 の成 り立ちを探 ってみる と、

そ こには人が森 を過度 に利用 して きた歴史が浮かび上が ってきます。

古 く中世の 日本では、人口増加 に伴 う都市の造営、鉄の生産に不可欠な薪や炭の需要増大 により木材

不足が生 じました。また田畑では山林か ら採取 した草や落葉落枝 を敷 き込んだ 「苅敷」を肥料 としてい

ました。 こうして木々は繰 り返 し伐 られ、木々の栄養分 となる落葉落枝 まで もが採取 され るわけですか
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ら山林 の土地の生産力は徐 々に落 ち、はげ山 と化

す こともあればアカマツの林が成立することもあ

りました。アカマツは本来、栄養分の乏 しい痩せ

尾根 や岩場 に自生 します。 したが って生産力の落

ちた土地 は痩せ尾根や岩場 と同様、アカマツが生

育す るのに都合の良い場所 なのです。 この ことか

ら、アカマツ林が 日本の普遍的な植生景観 となっ

たのは、おそ らく中世頃ではないか と考 えられ ま

す。

小菅で見 られるアカマツ林の内部 にはアカマ ツ

の後継樹 は無 く、代 わ りにナラ類 などの雑木が繁

茂 しています(写 真6)。 これはアカマ ツ林の手

入 れが施されな くなったためです。 と言 うの も、

アカマ ツは林 の中の下生えや落葉落枝 を強制 的に

除去 してや らなければ種子 はあ まり発芽で きず、

一方
、ナラ類 の種子(ド ングリ)は 落葉落枝があ

って も十分発芽 できるか らです。 したがって、今

後 もこれ らアカマ ツ林 に人手が入 らなければ、い

ずれはナラ類 の森 に遷移する と考え られます。

写真5小 菅の北竜湖畔のアカマツ林。昔から人によっ

て手入れされて きたが最近 は用途もないため放棄 されて

いる。

5)ス ギ植林

奥社 に至 る参道のスギ並木 は江戸時代 に植栽 さ

れた ものです。それ とは別に、小菅 山周辺 には多

くのスギ林が見 られ ますが、これ らは全 て植林で

す。

日本 で は第二 次大 戦後、 木材 需要 に伴 ってス

ギ、 ヒノキ、 カラマ ツなど針葉樹 による大規模造

写真6管 理放棄されたアカマツ林。上層 はアカマツが

占めるが下層にはアカマツは無 く、代 わりにコナラなど

が繁茂 している。

林が国の政策で行 われま した。 もちろんこれ ら針葉樹 の植林 は昔か ら盛んに行 われていたのですが、 こ

の政策 は植林 を奥 山にまで広 めようとい うもので した。その結果、水源 として大切 に保全 されて きたブ

ナ林 な ど奥 山の森 は次 々と伐採 され、単一樹種 による植林が広大に行われました。そ して最近になって

様々な弊害が浮 き彫 りになってきました。た とえ

ば国産材の価格 は輸入材 に押 されて暴落 し、山仕

事 に携 わる人 は激減 しま した。手入れ(間 伐や枝

打ち)さ れない森 の中は暗 く、発育の悪い細 い木

ばか りとな り(写 真7、8)、 用材 としての価値

は下がる一方です。 また、手入れ されない林 内は

暗いため下生 えが減 り生物の多様性 も低下 します。

す ると次第に土の層が薄 くな り土砂崩れや地滑 り

などの災害が起 きやす くな ります。 さらに、スギ

花粉が蔓延 したの もスギ植林地での手入れの不行

き届 きが原因と考 え られています。実際、スギ は

全国の人工造林 面積の約六割を占めるほ ど植 えら

写真7手 入れされず荒れたスギ植林地。下枝は残 り蔓

が巻 く樹木もみ られる。全体的に細い木が多い。
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れていますが、現在その大部分で手入れは施 され

てい ません。 この現状 は、小菅 のスギ林 にして も

まった く同 じであると言 えるで しょう。

6)湿 地

小菅集落には南竜池湿地 と呼ばれる湿地があ り、

現在 ヨシが群生 してい ます(写 真9)。 ここはか

つて南竜池 と呼ばれた池 でした。小 菅山は修験の

入山以前、農作の神(水 分神)と して崇め られて

い ま したが、実際 この界隈 で は、現在 で も湖底

や山の斜面のあち こちか ら清水が湧 き出ています。

北竜湖や南竜池 といった湖沼や湿地は、 これ ら湧

水 によって形成 されました。 こうしてできた湿地

は水 田にうってつけの立地であるため昔か ら大い

に利用 され ました。今 に残 る南竜池湿地 は、水田

に改変する以前の 自然植生 の名残 とも言 えるで し

ょう。ただし現在のように ヨシが群生 して くると

湿地は次第 に陸地化 して行 きます ので、数十年後

には森林化 してい る可能性 は高い と考え られます。

写真8手 入れの施 されたスギ植林地。 間伐や枝打 ちし

たあとがわかる。

3人 の暮 らしを反映す る植生景観

前項で述べ た ように、現在の植生景観の多 くは

人が手 を加 えることによって成 り立 ってきた もの

で した。そ して、 かつ て人が どの ような暮 らし

をしてきたのかは前項の ような植生の現状 か らだ

けでな く古文書か らもうかがい知 ることがで きま

す。たとえば、小菅では天和3年(1683年)当 時、

「権現社領 は入五石、 うち二六石 は芝野」(『寺社

写真9南 竜池湿地に群生するヨシ。観察路の木道が設

置 されている。湿性植物を保全するには ヨシを定期的に

刈ってやる方が よい。

領並由緒書上』 より)と の記録があ ります。芝野 とは草地 を意味 しますが、おそ らく馬草(馬 の飼料)

を取 る場 とかススキや ヨシといったカヤを刈 る場 を指す もの と思 われます。つ まり江戸時代 は小菅社領

のおよそ3分 の1が 草地であった ようです。 しか し、この ように山林 に占める草地の割合 が高いことは

小菅に限った ことではな く、 またこの時代 に限った ことで もあ りませ んで した。 日本では大昔 か ら近代

まで、屋根 を葺 くには大量 のカヤを必要 とし、耕作地の肥料 には苅敷 を用 いました。たとえば稲作 に必

要な苅敷 を得 るには水 田面積の10～20倍 の草地や森林が必要であった と言われてい ます。 このため 日本

では古来 より草地が至 る所 にあるのが ごく普通の風景で した。

有史以来、 日本国 じゅうの山林が このような状況 にあったため、庶民 にとって山林資源 の確保は常 に

死活問題 で した。 したが って統制が整った江戸時代には、今では考え られないほ ど徹底的 に山林が管理

されていま した。た とえば、 山林 は百姓が 日常的に利用で きた百姓山 と、御林 とよばれる領主の山 とに

大別され、前者には、共同利用地の入会山 と、個人所有の百姓持 ち山(百 姓割 山)と があ りま した。入

会山では、村 人たちは共同で、燃料、肥料、飼料、食料、建築用材 など山林資源 を利用 しました。 これ

ら資源 を絶や さないため に利用 の期間や内容な どには様 々な制限がなされ、山林は大切 に保全、管理 さ

れてい ました。
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4お わ りに一小菅の植生の現状 は何を語るか?

日本の山間地 の現状 は、有史以来最 も森 に覆われた状態で ある と考 えられ ます。それは、 昭和 半ば

の高度経済成長期以降、人が森の資源 を使 わずに済む ようになったか らです。薪や炭 は石油 やガスに代

わ り、化学肥料 の導入 によ り苅敷 も不要にな りました。 このため先述の入会のシステムは事 実上崩壊 し、

山林 を管理す る必要性 はな くな りました。幸か不幸か、苅敷採取や柴刈 りの停止 は肥沃 な土壌 を蘇 らせ、

やがて森林 をも蘇 らせ ます。かつての伝統 的な草地は、 こうして森林 に遷移 した り、あるいは造林地や

宅地な どに転換 された りして、その姿 はほ とん ど見 られな くな りました。

そ して、以上 のことは小菅 も同 じ状況 にあ ると言 えるで しょう。確 かに小 菅の景観 には まだ里 山的

な風情が残 されています。 しか し、過疎化や減反

政策 に伴 う放棄水 田や休耕地の増加 は否めません

(写真10)。 一見する と豊か な森 も、 よく見 れば手

入 れの行 き届いていない植林地や管理放棄 された

マツ林 だった りします。結局の ところ、小菅では

現在、伝統的な里山 としての システムはほ とんど

機能 していないのです。いわば集落の背景に山野

が広がるだけの景観です。だか らといって現在の

生活様式 をそのままにして伝統 的な里 山の景観 を

守ろうとす るこ とにはやや無理がある ように感 じ

ます。里 山に暮 らし、伝統的 な里 山の生活を営ん

でいた人々にとって、その生活 は決 して楽ではな

かった ことを現代人は忘れてはな りません。

写真10昔 なが らの石積みの水 田は放棄 され、 ヨシが繁

茂する。 このまま放置すればヤナギやハ ンノキなどの樹

木がやがて侵入するだろう。

私たちは一・体、小菅 の森か ら何 を学 び、何 を伝 えて行 けばよいので しょうか。 それ は、小 菅 に限 ら

ず どこであって も、地域の自然、すなわち身近な 自然の成 り立 ちと変遷をしっか りと記録 に残 し、伝 え

て行 くことだ と思い ます。歴史や伝統 だけでな く、生 き物やそれ らの居場所 の状況 もしっか りと理解 し、

それを記録 として残すのです。そ うすれば、歴史への理解 もさ らに深 まるだけでな く、 自然 と向 き合 う

中で今後迎 えるであろう様 々な事態 に適切 に対処で きるか もしれ ません。ただ難 しいのは、 こうした調

査研究 は地域住民の協力な しにはで きない ことです。その点 において小菅は先進地であると言 えるで し

ょう。そ して我 々研究者は、今 回の総合調査の成果が地域 に上手 く還元されるような働 きかけをこれか

らも継続 しな くてはな らないで しょう。(信 州大学教育学部助教授 井田秀行)
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第2節 歴史的景観

小菅 をなにゆえに総合調査す る必要があるかの理 由の一つに、歴史的景観のす ば らしさを挙げること

がで きます。

これか ら述べ るように、 この集落には日本人がかつて自分 たちの住 む集落 にいだいた典型的なイメー

ジが、現在で も色濃 く残 されています。集落の景観が どうしてこの ようになっているのか を、過去の 日

本人の心持 ち と重 ねて考 えることによって、 この集落は 日本 人が集落 に寄せて きた思いを知 る教科書 に

な り得 ます∩

1集 落に入 る

小菅集落は飯山市の東側 にあ ります。飯 山市 は市域のほとん どがかつての水 内郡です。それに対 して

小菅は高井郡 に入 ります。その境界 をなすのが千 曲川です。

まずは千 曲川 をはさんで反対側か ら小菅の集落を見て くだ さい。小菅の集落は標 高1020メ ー トルの小

菅山の山麓、おお よそ標高500メ ー トルに位置 しますが、緑 なす山の麓 にいだかれる ように、三角形 の

形 に集落が見 えます。三角形の頂点に位置す るが跡(旧 元隆寺跡)で 、そこか ら直線 的に道路が下が り、

その左右 に人家が並 びます。 さらにその外側 に農耕地が広が ります。遠 くか ら眺める と、小 さな扇状地

の中央に人家が固 まって見 えるのですが、それ は農耕地に囲まれた独立 した世界 に見 えます。

少 し集落に近づ きま しょう。市の中心部か らは一般的に大倉崎の大関橋 を渡 ります。橋 を渡 る前 に橋

の北側 を見て くだ さい。赤 い屋根の美妙寺の前 に看板 があ りますが、 ここにかつて小菅山の一の鳥居が

あ りました。大河千 曲川で襖 ぎをし、橋 を渡 って神 々の世界 に近づ くという設定 は、実に壮大 な大 きな

構想 といえるで しょう。同時 にこの位置 は現在の飯 山市、あるいは新潟県方向か ら正規に小菅へ入 るこ

とを想定 してお り、参詣者をこの方面に求めたことを示 しています。

小菅神社 の二の鳥居 は、大関橋 を渡ってか ら北に向かって しばらく進み、再 び東 に向か った関沢地区

にあ ります。鳥居の手前 には、昭和4年(1929)に 設置された 「小菅神社」 と彫 られた高 さ4メ ー トル

の社号標石があ り、その後ろに伊那郡高遠北原村 の石工、北原繁右衛門信次作の寛政7年(1795)4月

吉 日に建 て られた、高 さ3.34メ ー トルの大 きな石灯籠があ ります。 これ らを見れば、小菅神社 がいかに

格式高い神社 であるかわか ります。 ここか ら小菅に向かって坂道が上ってい きます。

二の鳥居 か ら約400メ ー トルほど登 った左側 に、高 さ85セ ンチ、幅54セ ンチ、厚 さ30セ ンチの 自然石
　 　 　

で、梵字(キ リーク)の 下に 「右 いち ご道、左ぜ ん光道、市村甚」 と彫 られた道標があ ります。小菅が

善光寺 と越後の間に位置 してい ることを示 しています。

道標か ら少 し上がった ところに追分石像群があ ります。仁王門に向かって左側 にあった ものを、道路

改良にともなって現在地 に移転 しました。中央 に

は延宝2年(1674)6月 に建て られた、高 さ99セ

ンチの寄棟形の石祠庚 申塔 があ ります。 こうした

ものを村 の入 口に建てたのは、悪霊や悪疫な どの

侵入 を神仏の力を借 りて遮断 しようとしたか らで、

長野県内で広 く見 られる道祖神 と同 じ意味を持ち

ます。

その上で集落を もう一度守護するように仁王門

が置かれてい ます。仁王 は伽藍守護iの神で、寺門
し ゅ みだん

または須彌壇の両脇に半裸形の金剛力士像一対が

安置されますが、集落の入口に仁王門が置かれて 仁王門
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いることは、かつて小菅が大聖院を中心 とする仏教世界、修験の地であった ことを視覚的に訴 えて くれ

ます。

なぜ仁 王門はあの位置で なければいけないので しょうか。私 はこの仁 王門か ら下が雲海 になってい

て、飯 山の町がすべて隠れ、関田山脈 の向 こうに妙高 山を見た経験 を持 ちます。飯 山は秋か ら冬 にか け

て度 々霧が湧 きますが、宗教 的世界 として俗世間 をすべ て霧が 隠 して、 ここか ら上が聖地なのだ と示

すため、経験的にこの位置 に仁王門が建 て られたのではないで しょうか。雲か ら上の世界 は天上 であ り、

神仏のおわす ところです。神 々の世界 と人間の世界がの接点が雲海の切れ間だ と理解す ると、雲海の切

れる場所 を意図的に狙 って、宗教世界 は設定 されるはず です。小菅が仏教 の聖地 だと主張するため にも、

雲海 とい う自然現象 を計算 して、村 の位置が決め られた可能性があるのです。

車道は仁王 門の向か って右側 を走 ってい ますが、本来の道 はこの仁王 門を通 りました。 門を通 る と

す ぐ石垣 にぶつか ります。 これもまた、悪霊な どが直接集落に入ってこない ようにす るための装置 です。

さらに、 この ような装置 は集落が他所か ら攻め こまれる時の防御 に も役立ち ます。いうな らば、 この空

間は江戸時代 の宿場の入口に設 けられた、枡形 と同 じ意味を持 っているのです。

もう一つの小菅の正規の入 口は、大銀杏で有名 な集落か らの道です。小 菅の修験道世界 は福 島集落の

東側 に位置する万仏岩か ら万仏山___.帯、 そ して小菅山にかけての地ですか ら、神戸 も小菅の信仰 とセ ッ

トになる場所 です。神戸の地名は神途に もつなが り、 こち らが小菅の古い時期の正規の入口であった可

能性 もあ ります。神戸か ら小菅の集落に行 くに際 しては風切峠を越えますが、そこに様 々な石仏がおか

れ、悪い ものが入 ってこないようにと集落 を守護 してい ます。

さらに北竜湖か ら野沢温泉方面 に行 く道があ ります。現在は講堂の東側 に自動車道が走 ってい ますが、

本来は里宮の西側一段 低 い場所、墓地 もあ りますが、その脇 を通 る小道で した。 ここにも石仏が配置 さ

れてい ます。 もう一つ観音堂の前 を北 に抜 けこの道 とつながるルー トがあ りますが、観音堂の前 に も石

仏があ ります。

こうした集落の入 口に置かれている石仏 は江戸時代 に作 られた ものですが、おそ らく中世に もこれ ら

の石仏 と同 じような役割を帯びた祭祀具があった もので しょう。

集落の中で集落の中に入 ると道路 は直線で東 に向かい、小菅神社奥社参道へ とつ なが ります。基本的

に人家が設け られているの は、だいたい標高470メ ー トルに位置する仁王 門か ら、標高580メ ー トルに位

置する奥社参道入 口に設 けられた三の鳥居 までの問です。これだけの標高差があるところに中央 の道路

が一・直線に西か ら東 に走 りますので、人家 は雛壇の ように階段状 に設 けられています。 しか もそれは無

規則ではな く、計画的で、明 らかに町割 りが見 られます。

集落内部の建物配置 もきわめて特徴 的で、特 に宗教的な建物 においてそれが顕著 です。 中央 の道路 を

上 ってい くと左手 に鳥居が見 えて きます。鳥居 を抜 けると石段 になってお り、一段 高い丘の上 に小菅神

社里宮があ ります。階段 を上 った ところにあるの

が神楽殿、 さらに石垣 の上 には中央 に本殿、左側

に神馬殿、右側 に神饒所がな らびます。神楽殿 の

右側 に神輿殿 が位置 します。周 囲の巨杉 は、いか

にも神社 だと感 じさせて くれます。

里宮の南東 には赤い トタン屋根の講堂があ りま

す。かつ ては茅葺 きでしたが、時代 の変化 の中で

この色 に変わ りました。中に安置 されている阿弥

陀如来座像 は、享保17年(1733)京 都の大仏師奥

田杢之丞の作です。講堂は明治時代 に一・時期学校

として使われ、昭和時代の前半 には公会堂 として 里宮の神楽殿と社殿
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も使 われました。

講堂の南側 にある祭式場の山側 に道 を挟 んで御旅所が見 えますが、柱松神事の折 には神 輿が ここに置

かれます。広庭 は柱松柴灯神事 などが催 される祭式場 です。広庭 の南東の隅、集落中央の道か ら広庭へ

の入口に、枝垂桜の老木があ ります。その根元 にある石 の上に丸い形が彫 られた 自然石 は市神 です・か

つ て柱松神事 の折、広庭 などには店棚が設け られま したが、 この市神が商売 を見守 って くれたのです・

祭 りと市の関係、市 を見届 ける神 など、 日本 の商業 を考 える上で も、 この場所 に鎮座する市神 は重要で

す。

講堂広場の東側に水深約1メ ー トルほ どの蓮池があ ります。蓮 は泥土か ら生 じなが ら、濁 りに染 ま ら

ず清 く美 しい花 を咲かせ るので、仏教 では仏菩薩の座する席 として蓮華が用 い られるな ど・象徴 的な意

義 を有 してい ます。 このために寺 院には浄土にちなんで蓮池が作 られ、仏前 に蓮 をいけるこ とが多いの

です。ですか ら、大聖 院を中心 とす る仏教世界 だった と主張する小菅においては、この池 の持つ意味が

大 きか ったはずなのですが、今 は忘れ去 られた ようになってい ます。北側か ら蓮池 をはさんで南側 を見

る と、小菅で ももう見 ることがで きな くなった、草葺 きの民家が 目に入 ります。

里宮の鳥居 の反対側、南 に下ってい くと南龍池 自然観察園 にな ります。昭和40年 代 半 ばころまで こ

こは湿 田で したが、米の生産調整政策 に伴 って耕

作廃棄地 とな り、一面 ヨシやガマが生 えています。

かつてこの低湿地を南龍池 と呼んでいま した。

集 落か らは700メ ー トルほ ど離 れ ますが、反対

の北側に北竜湖があ ります。 ここは早 乙女池 ある

いは北龍池 と呼ばれてい ましたが、堤 防を築 いて

北竜湖 にな りました。集落イメージ としては、南

と北 の対称 となる位置 に池があったことにな りま

す。なお、龍 は諏訪大 明神が龍神 の姿 をしていた

とされることに象徴的に示 されるように、水 を司

る神 とされて きました。後述す る小菅の信仰 にお

いて、山の高い ところか ら水 が流れ下 ることに対

北竜湖

す る信仰は大 きな意味 を持 ちます。小菅山か ら流れ落 ちる水が南龍池や北龍池に集 まることも・水 を必

要 とする農業 を行 う地域住民に とっては重要で、豊かさをもた らす水信仰 の場 を小菅が有 していたこ と

にな ります。

再度蓮池の方 に戻 る と、その北側 に現在集落の中にかつての桜本坊、菩提院が管理 している観音堂が
ま だ ら

あります。本尊は馬頭観音です。小菅権現は摩多羅神で馬頭観音の化身であるとされ、馬頭観音が小菅

信仰の中心 に置かれま した。観音堂 はかつて小菅

山の中腹 にあ りま したが、次第に山を下 り、江戸

時代 に現在地 に移転 しました。 ここか ら下を見る

と目の前 に講堂、その向こうに里宮 とつ ながる景

観が広が り、場所的に もこの観音堂が特別な意味

を持 った ことがわか ります。

小菅集落のメイ ン道路 を上が ってい くと下馬碑

があ り、鳥居 に突 き当た ります。 ここで視線 を来

た道の反対側、西側 に送って くだ さい。天気がい

いと、 関田山脈 を越 えて妙高山の独立峰が 目につ

きます。妙高山は越後富士 とも呼ばれる秀麗な山 夕日に映える妙高山
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容 の山で、古 くか ら信仰 の対象 になっていま した。妙高 とは仏教 の世界観で世界 の中心にそ びえ立つ高

山のことです。 この山は神仏習合の中で仏 の住む山 と理解 され、妙高山 と呼ばれるようにな り、平安末

期 に修験者の修行 の場 になった と推定 されてい ます。私 には妙 高山が峰越 しの阿弥陀山の頭の ように見

えます。つま り、小菅の中心軸 は真 っ直 ぐ妙高山を拝するように設計 されてい るのです。 この町立 てか

らして、小菅が仏教世界、修験道の場 として人工 的に計画 されて作 られた集落であることは間違 いあ り

ません。

集落の最 も高い位置、鳥居の南 に高い石垣があ ります。その上が小菅山元隆寺の別当だった大聖院跡
えんのおずぬ

です。由緒書 などによれば、小菅 山は白鳳8年(657)に 役小角が開基創建 したといい ます。大同(806

～810)の 頃に真 言宗 とな り、僧寿元が住 して、山内が盛隆に向かい ました。永享元年(1429)に 小笠

原持長が軍を率いて、泉持重(尾 崎城主)の 居城 を襲った時、尾崎村の東北にある泉嶺で両者が戦い、

敗 れた小笠原氏は千 曲川 を渡 り小菅山内に陣 を置 きました。泉氏が追撃 して迫 ったため、小笠原勢 は山
かいじん

内寺坊 に火を放って逃げま した。 このために社殿坊中残 りな く灰儘 に帰 したので、泉氏が永享2年 より

4年 までかけて、宮社坊 中寺観 を昔のように再建 した と伝 え られ ます。

伝説では戦国時代、川 中島合戦の余波で永禄4年(1561)武 田の兵がやって きて、◎山内に火 を放 ちま

した。このために宏麗で美 しかった寺観は瞬 く間に煙 と共に焼失 し、山林人跡 な く荘々たる荒野 となっ

た とされます。その後、上杉景勝 などの援助で大聖院などが再興 され ましたが、慶長3年(1598)に 景

勝が会津 に転封 された折、別当大聖院も彼の地へ移 りま した。

しか し、大聖院は江戸時代 を通 じて引 き続 きこの地 にあ りました。明治2年(1869)の 神仏分離令 に

より、小菅山元隆寺 は小菅社八所大神 と改称 し、明治33年5月 以降に小菅神社 とな りました。それで も、

ここに昭和30年 代 までは大聖 院の建物 も残 っていたのですが、壊 されて しまい、今残 っているのは護
ま とつ

摩堂だけです。参道 を奥社 にそれではい よい よ小

菅神社奥社へ参詣 しましょう。鳥居 を くぐると目

の前 に杉 並木が続 きます。約600メ ー トルに もわ

たる並木は、昭和49年(1974)に 長野県天然記念

物指定 され ました。樹齢 は約300年 といわれ、高

さ54メ ー トル、 目通 り5.5メ ー トルの大木 もあ り

ます。かつて は関沢の二の鳥居か らずっ と杉並木

が続いていた といわれます。足 下には石畳が敷か

れてお り、急な地形では石段 になっています。滑

りやすい雨の 日にこけむした緑の石の上 を歩 くと、

神の世界 に進んでいるのが実感で きます。

周 囲の大木には、それぞれ伝説があ りました。

鞍掛 け松 の古跡 は昔神明が降土 した際、 この松 に

鞍 を掛け、神馬 を休息 させ たといいいますが、大

雪のために幹枝 を折 られ、ついに枯 れ木 にな り、

今はその古跡が残 っているのみです。

三の鳥居か ら少 し上がった左手 に旧観音堂の跡

があ り、石垣や礎石 などが残ってい ます。

参道の周囲にあ る巨石や 巨岩 にも伝説があ りま

す。旧観音堂跡か らしばらく進 む中段 に鐙の形が
あぶみ

見 える鐙石があ ります。石の凹んだ所 に神が来 る

と意識 されたのが、神が乗 った馬の鐙の形が残 っ

護摩堂

隠石
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たなどと理解が変化 し、 この名前 になった もので しょう。その先 には、川中島合戦で敗北 して当山 に逃

げこんだ上杉謙信 を武田軍が追撃 して来たため、謙信が この石 の後 ろに隠れた とい う伝説 を持つ、隠れ

石があ ります。大 きさか らして この石 の裏 に人が隠れてもわかるはずで、本来 は神 が隠れた との伝説が・
ご ざ

謙信 に変 わったのではないで しょうか。その先 に、表面が平で、莫産の ように直線的な模様が ある御座

石 があ ります。昔役小角が登 山した際、この岩 の上 に杖 を停めて休息 した、あるいは弘法大師が参拝 の

折、座った といわれてい ます。 これ も本来 は神が この石 に影 向した と意識 されたのが、歴史的人物 に置

き換 え られていったので しょう。

その南側近辺の平 らな場所が、最初 に(観 音堂)が 置かれたと伝 えられている ところです。雪崩 のた

めに三の鳥居の上 に移 ったとされ ます。

直線的に続いていた参道の行 き当た りに船石が あ ります。この岩 の中腹 には船の形 に大 き く窪んでい

て、周囲が波 の形になっているので、石 を望む とあたか も船が波頭 に漂流 しているように見えるとこの

名前がついた とされますが、やは り窪み を前提 に して神が宿 る と意識 されたもので しょう・ こうした伝
いわくら

説 を持つ石や岩 は本来磐座で、 ここに神が籠 もっている と信 じられていたのです。
さい

船石 を過 ぎるとつづ ら折 りの坂道 にな り、 いよいよ登 山をしている気持 ちにな ります。やや進む と寮

の河原 と呼ばれる場所 にな り、小石がケル ンのように積 まれてい ます。饗 の河原 は、小児が死 んでか ら

苦 しみ を受 ける とされる冥途の三途の河原のことです。石 を拾 って父母の供養 のために塔 を作 ろうとす

ると鬼が来て壊す、これ を地蔵菩薩が救 うといい ます。ケル ンのように積 まれた小石 は父母供養のため

の塔 に擬せ られます。左手の岩陰には石地蔵が祀 られています。本来、地蔵 を囲む巨岩 に神仏が来臨す

るとの意識があ り、岩 との関係で地蔵が想定されたのではないで しょうか。

さらに進 む と、審 の河原 の景観 をさらに大 きくしたがあ ります。上 の方がせ り出 している巨岩 の下

に石 を積 み、その上に白木の社が設 けられて愛染明王が祀 られてい ます。各地に見 られる聖なる景観 で、

巨岩に神 が宿 り、ここに神が現れる との意識を前提 に してい ます。 まさに日本人がいかなる場所 に神が

来臨す ると考 えたかの、典型的な場所 といえます・

愛染岩の前 には、明神が昔ほかの杉の枝 をこの

木 の枝 の中に投げ入れた ところ、粘着 して枝葉 を

生 じた と伝 え られる投 げ杉があった といいます。

愛染岩 を過 ぎて まもな く、があ ります。顔の方

は四角 に割れたようにすっ きりしていて、 中央部

に口の ように凹みがあ ります。上 には植物が密生

し、あたか も頭の ようになっています。現状では

誰 かが 目や唇に色 を付 けたため、蛙の顔がユーモ

ラスに見 えます。小菅か ら拝する妙高山の山頂近

くにある興善寺池 には、八大龍王がすみついて雲

を起 こし雨 を降 らせる といいます。 また胸突 き八

愛染岩と祠

丁近 くにはガイロ池が あ り、そ こか ら流れ出る水が里の稗 を実 らせ ると伝 え られます。 この石 も蛙 との

関連性 を主張することによって、小菅山の水信仰 を強めていたのでしょう。

蝦慕石 の先 に小 さな沢があ りますが、その上にかつては太鼓橋があった といわれ ます。神 々の世界 に

近づ くために、滝か ら流れて くる川 を越 え、 さらに神 に近づ くというイメージを強化 させたのです・

さらに進 むと大 きな谷 を隔てて、不動岩が見えます。手前 にはが張 られて、対岸 を拝す るようになっ

ています。絶壁 の谷の向こうに垂直 に立 ち上がっている巨岩の中断 には、不動尊の石仏がおかれていま

す。 どうしてあそこまで運び上げたのか不思議ですが、 これ も巨岩 に対する信仰 といえます・

急な登 りを続けてい くと、鏡の ように平で、スベスベ した鏡石があ ります。その表面 には丸 く縁取 ら

14



ぼん じ

れた中に梵字か何かが彫 られているようです。そ
つく ね いわ

の先 には築根岩が あ り、鉄鎖がおろされていて、

この鎖 を頼 りにしてよじ登 ります。 さ らに進む と、

岩頭 に達 しますが、 この岩の頂 は尖塔が林立 した

ようになってい て、 その尖塔 に微 かな窪みが あ

ります。 これについては、天正(1573～92)の 頃、

上杉氏が水 内郡飯 山城 を築 くにあた り、八所大神

に千灯 を奉 じた際、 この岩の頭 を掘 って灯器 に代

えた との伝説があ ります。

かつては奥社 の手前 に鳥居杉 と呼ばれ る大 きな

二株の杉があった といいますが、今 はあ りません。 鍮

そ して目的地である奥社 に着 きます。奥社の建
けん

築物な どはその項 目を読んでいただければ と思いますが、愛染岩 をさらに巨大 に したような岩 陰に、懸
がい

崖作 りで社殿が造 られています。奥社 の中には三基の宮殿が置かれてい ますが、四基 目を置 くべ き位置
か ん ろ いけ

である向かって右側 は空間になってお り、甘露池があ り、いつで も水が湧いています。 これを神水 と称

し、 になった時 には雨乞 いのために井水 を近隣の里か ら汲み取 りに登 山しました。明 らかに この池 その

ものが御神体 としての役割 を持 っていました。

奥社 の東北側 にと呼 ばれる約20メ ー トルの巨岩

があ ります。その岩に深 さ数十センチの小窟があ

り、手 を打てば小鼓の音がす るといわれています。

岩か らは糸の ように水が したた り落ちてい ますが、

これを鼓 ヶ滝 と呼 びます。甘露池 などと共通す る
みくまり

もので、小菅神社の水分信仰の根源 をなす水 とい

えます。

奥社の東側の巨岩の上にが生えています。根 は

一株ですが、七つ に分かれてい ます。岩の下 は垂

直な崖 になっていて、三稜形 に屹立 した岩の上 に

を立 てた ように見 えます。この ように、小 菅山に

はい くつ もの神 にまつわる伝説の木々があ ります

奥社本殿

が、これ らは天に讐えて、神 々がこの山に下 りて くる際のア ンテナの役割 を:負ってい ると理解 され、神

聖視 された もので しょう。

2全 体 と して

小菅の集落景観 には大 きく二つの意味があ ります。その一つ は日本全国、 どこの集落にも共通 性を持

つ部分です。

その代表的 なものが、神 に守 られ る集落の意識 で、入 口すべてを神 が守っていて くれるとい う意識 を

ともなった景観です。集落は山裾 に展 開 し、その周囲を農耕地が取 り囲み、一つの宇宙 を形成 していま

す。かつては周 囲の山々か ら建築資材 も、エネルギー も供給 されていま した。

もう一つ、高 さの意識 を上 げることがで きるで しょう。人の住 む世界 より上に神仏 の世界が あるとす

るもので、集落内の高台 に里宮がおかれ、集落の最上部 には大聖院、すべての上 に奥社 とい う構造 です。

これは多 くの村 においてみ られ ます。

小菅で注 目しなければならないのは宗教世界 として計画的に作 られたという、独 自の側面 です。仁王
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門の存在、 しか もその位置が雲海 との境 目にあたることが まず注 目されます。俗界はすべて雲の下 に隠

れ、小菅 は天上の世界 になる景観が、年に何度か見 られるのです。

参道 についてい うなら、巨岩 と巨木 に神 々の来臨を実感 し、それをつなげるように石畳が設け られ、

下の方 には杉並木が植え られま した。 また、小菅 の信仰 には水分信仰が大 きな位置 を占めてい ますが、

山頂か ら流れ落ちる鼓 ヶ滝、奥社 の甘露池 に湧 き出す水がその対象 にされていま した。 これだけの景観

が残 る参道は外 に例があ りませ ん0

集落の中央 を走 る道路 は直線的に配 され、本来 は妙高 山を拝む ように計画 されたことも大事です。巨

視的に見 るな ら、集落か ら拝す る対象が妙高 山、喫 ぎのための精進川の役割 を千 曲川が担 うとい う、壮

大なスケールでの宗教世界です。

こうした、 中世 には間違いな くで きあが っていた景観が、形 を変 えなが らも、現代 に残 っていること

は奇跡的な ことだ といえるで しょう。私たちが小菅 を訪れる時 に感ず る安堵感は、長い歴史の中で私 た

ちに染み こんだ、歴史や感性 を前提 にしてい ると思われます。だ とす ると、 このかけが えのない景観 を

私たち市民 の、県民の、いや 日本人全体 の宝物 として大事 に し、守 っていかねばな りません。

(信州大学人文学部教授 笹本正治)
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第3節 標 高500メ ー トル の民家

1一 本の道筋

一の鳥居か ら奥社へ いたる一本の道筋 は小菅の景観的 な特徴の一つです。 この道筋 を、のぼ りつめて

い くあゆみと小菅か らくだ りゆ くあゆみは、おな じ道筋 をいききしなが らも、印象 はことな ります。の

ぼ りつめるあゆみは徐 々に濃密な宗教的空 間へ はいってい く過程 です。このあゆみは きよめ られた奥へ

はいってい く気持 ちをともないます。対 して、 くだ りゆ くあゆみは千曲川流域 の平坦地へ まいお りてい

く過程です。 このあゆみ は小菅山 と妙高山のあいだへ はなたれてい く気持 ちをともない ます。のぼ りゆ

くときの心 とくだ りゆ くときの心は対照的です。

実際、上へい くほど、信仰 の世界 は色濃 くなっていきます。千 曲川対岸の一の鳥居 をす ぎ、橋 をわた

って、二の鳥居 をす ぎ、仁王 門をす ぎ、里宮 と講堂を左 にみて、菩提 院をす ぎぐ護摩堂 を右 にみて、杉

並木を くぐりなが ら、奥社へ ちかづ くほど、宗教的な密度がたかま ります。 この集落 は、の ぼ りつめて

い くあゆみ とくだ りゆ くあゆみの中間に位置 しています。 しか し、上に聖 なる空間があって、下に俗 な

る空間があって、両者 のはざまにこの集落が位置 している、 との速断は的確 でないで しょう。 この集落

は、聖 と俗のは ざまに位置 していたのではな く、 はなか ら聖なる空間につつみこまれていた、 とかんが

え られます。

2標 高500メ ー トル

小菅 はたかい ところにあ ります。現在、長野県の無形文化財 に指定 されている柱松柴灯神事がお こな

われるのは講堂の前です。そこが標高500メ ー トルです。 また、北 にある北竜湖 も標高500メ ー トルです。

この標高500メ ー トルに立地 してい ることが小菅の特徴の一・つです。

北信濃で平安時代の観音像 がのこっている土地は標高500メ ー トルに集 中しています。 この点 を指摘

した原田和彦氏 は、平安時代 における山林密教寺院の立地 と水源信仰 との関連を想定 されま した(原 田

和彦 「北信濃 における観音像」、『市誌研究 ながの』9、25-34頁 、2002年1月)。 小菅 には、馬頭観音

坐像があ り、北竜湖のほか、蓮池があ ります。北竜湖 と蓮池 も、標高500メ ー トルにあ ります。

その後、原田氏 の指摘が小菅 にあてはまる、 という見方 を山本義孝氏がだされました(山 本義孝 「山

岳修験 のルーツをさ ぐる」、笹本正治監修 ・長野県飯 山市編集 『修験の里 奥信=濃小菅 修験道 と飯 山』

ほおず き書籍、101-132頁 、2003年9月)。 これ らの観点 はこれか ら検証 されなければな りません。現時

点では、標高500メ ー トル とい う観点があたえられた点 を重視すべ きで しょう。 この指摘 は、小菅がお

かれている環境 を北信濃のなかで説明する上で、す こぶる有効です。

3心 のなかの地形

都市や村落 をかんが える とき、 われわれ現代人は地形図をみ ます。 また、登山 をする とき、磁石 をつ

かって現地で方位 を確認 しつつ起伏のある土地 を地形図か らよみ とります。地形図がで きる以前、人々

は身体のなか に記憶 された地形図をもち、おたがいに環境全体 のイメージを共有 しつつ、おのおのの心

のはた らきに対応 させ ていたので しょう。環境 の共有 されたイメージは、ふる くか らの記憶 に もとつ い

て、ながいい となみの結果、場所の個性 を規定 してきたので しょう。そこには、ふ るいいいつ たえがあ

り、 しば しば神 々の よりつ きや どる場所があ りました。

小 菅で は、子守 をす ることを 「カタル」 といい、育児の ことをさします。「あの子 は、ばあちゃんに

カタってもらったか ら……」 とい うそ うです。そ して、「ばあちゃんのカタル内容 は地域 の歴史 であ り、

自然 と空間であ り、生 きている世界の範囲であった。お年寄 りが地域 を語 り、 自然を語 り、そ して歴史
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と文化 を語 ることで、子供達は地域 の一員 となった。」(鷲 尾恒久編集 『小菅 の里物語』小 菅む らづ くり

委員会、1994年7月 、編集後記99-100頁 参照)小 菅 は、かた られることによって、地形図に対応す るだ

けの姿 にとどまるのではな く、い きた景観 になるので しょう。つ ま り、 この景観 は、先人 か ら後人へか

た りつがれることで、後人の心のなか にいか されてい くので しょう。

4集 落の特徴

小 菅は、川 と峰 のはざまに位 置 してい ます。.__.の鳥居が千曲川 の対岸 にあ ります。 そ こが標 高318.2

メー トルです。千 曲川 をわたって、二の鳥居 にいた ります。そ こが標高350メ ー トルです。他方、奥社

は標 高810メ ー トルにあ ります。小 菅山の山頂は1044.7メ ー トルです。一 の鳥居 か ら山頂 までが標高差

726.5メ ー トルもあ ります。また、二の鳥居か ら奥社 までが標高差460メ ー トルです。 この460メ ー トル

のうち、二の鳥居か ら講堂 までが標高差150メ ー トルで、講堂か ら奥社 までが標 高差310メ ー トルです。

川か ら峰にいたる道筋 は とて も急です。二の鳥居か ら道 はきつ くな り、仁王門を くぐってか らは急 な坂

道が まっす ぐのびていて、ふ りかえれば妙高山をのぞむことがで きます。

この集落のなかで社 寺 は上 の方 にあって、その上 に棚 田がひろが るこ とはあ ま りな く、里 山か ら峰

にむかって深い緑がの こされてい ます。 これ とは対照的 に、南の谷あいにある神戸 とい う集落では、民

家 と神社 の上 に福 島新 田 とい う棚 田が ひろがってい ます。 これは近世にはいってか らの開発 によります。

小菅の棚 田が社寺 よりたかい ところにひろがっていないのは、そこがそ もそ も開発 されるべ き土地で は

なかったか らで しょう。 また、他の集落 とくらべ ます と、小菅では、家 と家が密集 してお らず、家 と家

の問にゆとりがあ ります。家 と家の格差 もみあた りません。 さらに、仁王門か ら奥社 にい たる参道の両

側 にある民家 はそのおお くが参道に対 して棟 を直角 に配置 しています。参道 は東西方向なので、 この場

合、家の棟 は南北方向にな ります。家の平面は長方形ですので、長手方向が東側 と西側 をむ くわけです。

東側が小 菅山の方角で、西側が妙高 山の方角にな ります。 また、参道 に面 した家 には、参道に面する表

に、 ミセ とよばれているちいさい部屋 が散見 され ます。

すなわち、標高500メ ー トルに くわえて、急で まっす ぐな参道、社寺の下 にひろがる棚 田、家 と家の

ゆとりある隙間、家 と家の格差のなさ、参道 とその両側 の家 との位置関係、表 に ミセをもつ民家平面が、

この集落の特徴 である、 といえます。

これ らの特徴 をあわせ もつ小 菅は個性 ゆたか な景観 をうみだ しています。 この個性 は、近世 をさかの

ぼるかな りふ るい時代か ら、 は ぐくまれて きたもので しょう。つ まり、 この集落が成立 した背景は、原

初的には、講堂が立地す る標高500メ ー トルあた りに、水源信仰 を ともなって、 山林寺院がい とな まれ

ていた姿 にあ る、 という仮説か らみ とおす ことができます。

5い くつかの発掘成果 と永禄九年絵図

この仮説 はまだ実証 されていない ものの、 この仮説 を念頭 にお くと、検証すべ きあたら しい項 目が う

かびあがって きます。 まず、山林寺院があったのであれば、屋根瓦が出土 される、 と予想 されます。 し

か し、小菅ではい までも瓦屋根 の建物 はほ とん どあ りませ ん。それは きび しい冬の気候 にもとづ きます。

豪雪地域である飯山では、勾配のゆるい瓦葺 に雪がのこ りやすいし、つ もった雪 をおろす ときに瓦がい

たんで しまい ます。:飯山に瓦葺 は不 向きです。そのため、 いままで草や木が屋根材 につかわれて きま し

た。 この種の屋根 は、 くちれば、あた らしい材 でふ きなおされ、ふるい材 はもや されます。 この ように、

そ もそ も瓦は もちい られず、草や木が屋根材で、腐朽すれば、燃料 にされるので、瓦の出土 はむずか し

いわけです。瓦が出土 されない としても、建物 の基礎 をつたえる礎石や柱穴が考古学的発掘か ら検出 さ

れるはずです。注 目すべ き発掘 として、大菅遺跡 と小菅修験遺跡があ ります。

大菅遺跡は小菅へいたる北参道の途中に位置する北竜湖の東岸一帯に想定 されてい ます。残念 なが ら、
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平成14年 度(2002)の 発掘調査では実態の把握 にいた りませんでした(飯 山市教育委員会編集 『飯 山市

埋蔵文化財調査報告第69集 市内遺跡一千苅遺跡 ・小菅大聖院跡 ・大菅遺跡一』同、2003年3月)。 今後

の研究が期待 されます。

対 しまして、小菅修験遺跡 は、仁王門南地区 と講堂周辺地区の二ヶ所にて発掘調査 がなされ ました。

仁王 門南地区では平成13年 度(2002)に 石積 遺構 や掘立柱建物跡が検:出されてい ます。仁 王門のす ぐ

南 にあたるこの調査地域では、4点 の輸入銭貨が 出土 し、そのうち3点 が柱穴か ら検出 され ました(飯

山市教育委員会編集 『飯 山市埋蔵文化財調査報告第68集 小菅修験遺跡2002』 同、2003年3月)。 現在 の

集落は仁 王門か ら上 にあ ります。 しか し、「信濃高井郡小菅 山元 隆寺之 図永禄九年」(以 下、永禄九年絵

図)(図1)で は、そ うなってい ませ ん。 この絵図 をみ ます と、 ちいさい建物 をあ らわす複 数の屋根が

単線で えがかれてい ます。そ の屋根 がな らんだ姿 は二 ヶ所あ ります。 ひとつが北沢 としる された場所

で、東西二列の屋根が計16棟 です。そ こは、 この絵 図では仁王門の北 にあた ります。 もうひ とつが仁王

門のす ぐ東側で、南北二列 の屋根が計22棟 です。平成13年 度(2002)の 発掘調査 で:検出された掘立柱建

物跡は、永禄九年絵図にて仁王門のす ぐ東側にえがかれた南北二列の切妻屋根 に対応 します。 この発掘

調査か らいえることは、仁王 門で結界 された領域のす ぐ内側 に掘立柱構造の建物 によるい となみが、院

坊 とは対比的な姿で、中世後期 にみ られた、 ということです。石積遺構は 、裏込石が充実 していなかっ

たことか ら中世後期 にさかのぼるふ るい工法によるとかんが えられ るので、掘立柱建物跡 と併存 してい

た、 と判断 して よいで しょう。 この石積遺構 は、全長が40.3メ ー トル、高 さが60～88セ ンチメー トルで

す。これは、けっ してたか くはあ りませ んが、 よこになが くつづ く石積みです。

仁王門の東側 にえがかれた計22棟 の切妻屋根 は、永禄九年絵 図にて、あ きらかに院坊か ら区別 されて

います。 これは在家であ る、 とかんがえ られ ます。この石積遺構 は、ひ くいなが らも、在家 のたつ土地

を、院坊 のたつ土地か ら区別する境界 であった可能性があ ります。つま り、永禄九年絵図(1566)と 平

成14年 度の発掘調査(2002)を あわせ れば、仁王門の内側 に堂塔 と院坊 は立地 していたのに対 して、在

家はその脇 に立地 していた、 と判断で きます。す くな くとも、永禄九年絵図は、上にひろが る院坊 と下

にな らぶ在家 を区別 しています。対 して、現在の小菅は、仁王 門の内側 に、院坊はな く、民家があ りま

す。

であるな らば、永禄九年絵図 と平成13年 度の考古学的発掘調査 と現状か ら推測すると、以下の仮説が

成立 します。すなわち、中世の段階 まで、仁王門の内側 に堂塔 と院坊があって、仁王門の脇 に路 をはさ

んだ二列 の在家があ り、 また、ちか くには北沢 という在家 もあった。在家は、切妻 の板屋根 あ るいは草

屋根で、掘立柱構造で、 さらにいえば棟持柱構造であったで しょう。実際、北信濃 にはタテ ノボセとよ

ばれる棟持柱構造 をもつ小規模建造物が建築遺構 として数おお く遺存 しています。小 菅にも3棟 のタテ

ノボセの建物 が遺存 しています(『 第2巻 小菅総合調査 ・研究編』の第3章 「小菅 をはか る ・お しはか

る」所収)。 対 して、堂塔 と院坊 は、おそ らくともに瓦葺で はな く、堂塔 は基壇 をもつ礎石 建であった

で しょうが、院坊はおそ らく掘立柱構造の中世住居で、 さらにいえば屋根 は寄棟 の草葺 ない し石置 き板
とりぶき

屋根(つ ま り取葺)で あったので しょう。

小菅は、戦 国時代末期 の放火が伝承 されています。 この放火 が史実 だとすれば、放火 を画期 として、

堂塔が焼失 した とともに、院坊 も焼失 した、あるいは空家 になった、 と想定 され ます。あいた土地 と建

物 を転用 しつつ、かつての院坊の立地 を踏襲す る形 で、近世の民家が成立 し、逆 に、永禄九年絵 図が切

妻屋根 で しめす ような在家は姿 をけ していった、 とかんがえられます。つ まり、放火後の院坊跡の、あ

き地 またはあ き家へ、在家が うつ りすんでいった、 とい う想定です。近世 にはいる と、民家 も礎石建 に

なるとともに堅牢にな り、耐久性が まします。現在 の民家が奥社へ の参道に規定 された特異 な配置 をみ

せているのは、 中世住居 と想定 される院坊か ら展 開 したか らで しょう。
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図1永 禄九年絵図(信 濃高井郡小菅山元隆寺之図永禄九年)
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写真1講 堂周辺の 「飛 さや」と 「高見世」
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6百 姓的建築

ここで、網野善彦氏のい う 「百姓的建築 」 を参照 してお く必要があ ります(網 野善彦 「百姓 と建築」、

同 『中世民衆 の生業 と技術』東京大学 出版会、151-163頁 、2001年2月)。 網野氏 は、「一般 百姓 の住居、

「在家」の建築の実態については、ほ とんど研究が行われていないのではなか ろうか」 とのべ、 「このよ

うな百姓的建築 と職人的建築 との違い を、移築 と新築の差 とみるか、世俗の建築 と社寺等 の特別な建 築

の差 と考 えるかは、さらに史料 を蒐集 して追求 していかな くてはな らないが、いずれにせ よ、すべ ての

建築が番匠 ・鍛冶等 の建 築工、「職人」の関与 によって行 なわれたのではな く、百姓たち によって、栗

林 や 「空屋」「古屋」を含めて用材が調達 され、百姓 たち自身の技術 と協力 によって建築 が行 なわれた

事例 も、少なか らぬ比重であ りえたことを、 ここで確認 してお きたい」 としるしました(159頁)。

小菅の場合、建 築のい となみは、た しか に専 門の職人集団に よる部分 もあって、奥社の棟札 などを通

じて確認 され ます(重 要文化財小菅神社奥社本殿修理委員会編集 『重要文化財小菅神社奥社本殿修理工

事報告書』 同、1968年3月)。 しか し、 このい となみのその他の部分 はふつ うの人々が取得 していた建

築技術 にささえ られていた、 といえます。つ まり、堂塔が建築遺構 として遺存する技術的背景 と民家が

建築遺構 としてうけつ ぎつたえ られ る技術的背景 はことな ります。後者 に注 目したのが 「百姓的建築」

です。

7市 立 と小屋

専 門の職人集団 によらない建物 として、市立の際 に仮設 された小屋が あ ります。小菅講堂周辺の市

立遺跡 とさ きにのべ た ものがそれです。市立 による小屋 は、小 菅の民家の景観 をとらえる上 で、注 目

しなければな らない要素 の___.つです。平成15年 度(2003)に 近世の市 立を とらえた絵 図が小 菅で発見

され ました(写 真1お よび 『第2巻 小菅総合調査 ・研究編』 の第3章 「小菅 をはか る ・お しはか る」

所収)。 また、市立 をしる した天明3年(1783)の 史料 も同時に発見 されま した。 この絵 図 と史料 に よ

ると、市立 の ときに、「飛 さや」 と 「高見世」 とい う二種類 の仮設建物がた っていたことが わか ります。

「飛 さや」は講堂 のまわ りにえがかれてい ます。「高見世」は奥社 にむか う参道 の両側に えがかれてい

ます。 と くに 「高見世」が民家 とかか わ ります。市立 をとらえた この絵図は、「高見世」 を しめす枠の

背後 に、屋根 をえがいています。 これは、現在の民家 にもつ ながる常設の建物で しょう。他方、「高見

世」 は、「飛 さや」 と同様 に、市の ときに仮設 され る小規模建造物で しょう。 この絵 図に よると、仮設

の 「高見世」 と常設の民家 とは、建物 としてたがいに分離 していました。 しか し、現在の民家遺構 にあ

る ミセは、主屋 のなかの ちい さい部屋 です。 この姿 は、かつ ての仮 設の 「高見 世」が常設 の民家のな

かにとりこまれた結果 といえます。実際、小 菅以外 の地域で も、仮設の店舗が常設化 したのち、主屋 と

店舗が建物 として一体化 される過程が例証 されてい ます(大 場修 「店棟造 りの成立過程一会津永井野村

一」、同 『近世近代 町家建築史論』中央公論美術 出版、2004年12月 、1998年12月 初 出)。

小菅修験遺跡における もう一つの発掘調査 として、平成16年 度(2004)の 講堂周辺地区があ ります。

この調査 では、現在、 しだれ桜 と市神 の石があるす ぐ北 の講堂周辺地区C地 点で、「飛 さや」の柱脚部

に対応す る遺構 が検出され ました。 これはおおきな成果で した。 この発掘遺構 は、四つない し五つの石

でロの字形 に くまれてお り、中央の穴に柱の脚部をさしこむことがで きるようになってい ました。仮設

建物 である 「飛 さや」 のたつべ き場所 は、土 中のこの石組にてさだめ られていた、 といえます。

つ ぎに、市立の仮設建 物の原初 的な姿が気 にな ります。 この とき、修験の里である小菅 に市がたって

いたわけですか ら、修験 による市立 に注 目す るのが よいで しょう。問題 は、小 菅において、修験 と市立

の関係性 を どの程度まで密接 にみ きわめるべ きか、 という点 にあ ります。この ことをときあかすために

修験 による市立を参照す る必要があ ります。 これについて、1970年 代 に論考がみえますが、1980年 代 に
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あま りな く、1990年 代 に網野氏 の影響 をうけて石井進氏 らが注 目されま した(網 野善彦 ・石井進 ・徳江

元正鼎談 「市 ・山伏 ・芸能」、網野善彦 ・塚本学 ・宮 田登 『列 島の文化史9』 日本エデ イタースクール

出版部、22-66頁 、1994年)。 今 回の調査 で、近世の市立を記録 した絵図史料や文献史料 が豊富 に発掘 さ

れま した(『 第2巻 小 菅総合調査 ・研 究編』 の第3章 「小菅 をはか る ・お しはかる」所収)。 これ らの

史料 を駆使すれば、修験 による市立の図 と近世の市立の図 と現状の集落配置 とを形態 に即 して通時的に

み きわめることが可能で しょう。

8民 家 の成 り立ちをかたる

小菅に想定 される原初的な姿 は、標高500メ ー トルに立地 した山林寺院です。 また、小菅 に想定 され

る変容過程 は、 この山林寺院のなかに修験 をい となむ者がいて、それが核 となって修験がふ くらみ、小

菅にて修験道が積極的 に展開 した、 とい うものです。す なわち、小菅は、密教寺院があって、後 に堂塔

のほかに院坊 をもつ にいた り、 中世末 までその姿 をた もったので しょう。その後、戦 国期末 に放火 にて、

堂塔 をうしない、院坊 も焼失あるいは空家 とな り、その土地ない し建物 を在家が民家 として転用 してい

った、 と想定 され ます。同時に、修験道がは らみ もつ呪術 的な要素 をもちいて場 を設定 し得 る山伏が商

いをな し得 る商人 と和合 し、た とえば 「山伏 ト商人ハ兄弟の流也」 といった表現(「 商家古記 」、国立歴

史民俗博物館編 『[歴博 フオーラム]中 世商人の世界一市 をめ ぐる伝 説 と実像』 日本エデ ィタースクー

ル出版部、212-228頁 、1998年4月)か らうかが うこ とがで きるように、山伏 と商人 とのあ らたな関係

がめばえ、いつの時期か不明ですが、定期市 として修験 による市立がな りたち、小菅 において も市立が

近世に定着 していた、 とかんが えられ ます。市立 にてえられた資金の一部は奥社 の修理 にあて られた こ

とも確認 で きます(小 菅神社所蔵 「小 菅山奥院以来修復 記録井馬頭観音由来」、前掲 『重要文化財小 菅

神社奥社本殿修理工事報告書』所収)。 このことか らも往時の都市 的な活況がつたわ ります。

都市 と農村の分離が断行 されたのは近世初頭 でした。 しか し、小 菅は都市的な要素 と農村 的な要素が

混在 しています。その背景は、都市的な要素が農村 か ら分離 されるより前 の中世的ない となみが小菅に

て活発 に展 開 していた ことに由来す るので しょう。 さらに想定される原初 の姿は、山上伽藍 とよぶべ き

堂塔が標高500メ ー トルに立地 していた、 とい うものです。その後、 この山林寺院のなかの、修験 をい

となむ者が核 となって修験 がふ くらみ、小菅にて修験道が積極的 に展開 し、他方で、堂塔 のほか、院坊

がたつ にいた り、中世末 まで、その姿はた もたれるが、中世末 の放火後、堂塔 はうしなわれ、院坊 は空

地 ない し空家 とな り、在家がそれを民家 として転用 していった、 とい う変容過程 が想定 され ます。

現時点、 まだた しかなことはいえませ ん。 しか し、標高500メ ー トルに立地す る民家 のな りたちをか

たることは、「ばあちゃんのカタル内容」 とともに、 この景観 を未来へ うけつ ぎつた えてい く方法の ひ

とつです。(信 州大学工学部教授 土本俊和)
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第2章 集落の移 り変わり

第1節 中世

1小 菅庄

小菅神社 に現存す る木造馬頭観音 は平安時代後期の作 とされていますか ら(『新編瑞穂村誌』238頁)、

古代末 には小菅が山岳宗教の地 となっていたことが間違いあ りませ ん。 したがって、 中世 にもその信仰

は続 き、古代か らつ なが る集落が小菅 に存在 していた と思われますが、その具体的な様相 は全 く分か り

ません。

京都市左京 区町に鎮座す る熊野若王子神社所蔵の古文書の中には、応永28年(1421)12月25日 付 で、

将軍が禅林寺若王子別当職、同社領摂津国兵庫下庄、淡路 国由良庄、伊勢国窪 田庄、駿河 国内谷郷、信
だい な ごんほういんちゅう い み ぎょうしょ

濃国小菅ならびに若槻庄等を相伝の当知行だとし大納言法印忠 意に安堵した御教 書が入っています ・
ちゅう が

(『信濃史料』 第七巻535頁)。 応仁元年(1467)12月22日 には、将軍足利義政が全 く同様 に法印 忠 雅へ

同 じ対象 を安堵 しています(『 信濃史料』第入巻587頁)。

永禄9年(1566)の 姿 を伝 えるという 「信州高井郡小菅山元隆寺之図」 には、西大門 とされ る現在の

仁王門を上が ったす ぐ北側 に、熊野宮が描かれてい ます。天和3年(1683)の 「松平遠江守様御代飯山

寺社領井由緒 目録」 には、小菅 山八所大権現境 内の社頭 ・仏宇の中に入幡が記 されています((『 長野県

史』近世史料編第八巻(二)141頁)。 このことか ら、小菅 と熊野 との関係の深 さがわか りますが、 これ

は若王子神社 とのつ なが りのゆえで しょう。

前述の史料 により中世 にはこの地域が小菅庄 と呼ばれたことが知 られ ます。小菅庄 の領主であった若
いま

王子社 は新熊野社(は じめは白河熊野社)と も呼ばれ、禅林寺(永 観堂)の 鎮守で もあ りました。熊野

崇敬 が篤いこ とで知 られ る後 白河法皇が、度重 なる行幸 の末、永暦年 中(1160～61)に 三山の土 を運 ん

で土壇 を築 き、熊野の神 を勧請 した と伝 えられます。そ こで、新熊野社領 は主 として法皇 の寄進にな り、

小菅庄 も若槻庄 とともにこれに含 まれた可能性が高いのです。その社領は法皇か ら後鳥羽上皇 に譲 られ

ましたが、承久乱で幕府 に没収 されました。後 に後堀河天皇に献上 され、転々 として鎌倉時代末には後
だ い こ　

醍醐天皇が領 しました。 しか し、建武新政の後 に再 び新熊野社すなわち禅林寺領 となったのです。

こうした経緯か らして、小菅庄 は元来、新熊野社領であったと考 えられます。天文11年(1542)5月
いわゆる

付の 「信 濃国高井郡小菅 山八所権現井元隆寺由来記」 には、「山麓有七村、所謂小菅 ・北 沢 ・針 田 ・前
これなり

坂 ・関沢 ・小見 ・神戸是也、右此七村結界神境、殺生禁断之地也」 とあ ります(『 信濃史料』第12巻166

頁)。 祭 りな どにおいて これ らの村 は一体化 していま したので、少 な くともこの七村 が小菅庄 に入 って

いたはずです。また同書 に示 されている結界神境 などを参考 にすると、小菅庄は北 を赤滝川以南、西 を

千曲川、東 を小菅山周辺、南 を神戸 までの範囲 とし、現在 の野沢温泉村の前坂、木島平村 の小見、飯 山

市笹沢 ・針 田 ・小菅 ・関沢 ・神戸の各集落を包含 した地域 と推定 されます。

なお、所蔵のは、鎌倉 時代後期か ら南北朝時代の製作 と推定 されています。使 われている絹 は中国製

で、画風 などか ら中央 において作 られたことが確実です。本来は大聖院 にあったもので、 これだけの曼

茶羅が用意 されていたことは、鎌倉 時代末に大聖院がいかに栄えていたかを示 します。

2南 北朝の戦乱の中で

小菅庄 は、南 を高梨氏 の勢力下 にあった犬飼郷 と、北を市河氏の郷内内湯山庄に接 していました。 こ

のため、南北朝の争乱が激 しくなるにつれ、次第に在地領主、特に高梨氏の制圧 を受けるようにな りま
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した。

興国2年(1341)9月 、小菅寺の大進が醍醐寺か ら、三宝院流 の法則 と灌頂 に用 いる道具 目録 の書写

を与 えられました(『 信濃史料』 第5巻454頁)。 時期的 にい うと、 まさに南北朝 の内乱 の まっただ中で

す。その頃、小 菅寺 は醍醐寺 と密接 な関係 を有 していたのです。

正平7年(1352)関 東管領の上杉 な どは南朝 に くみ し、i親王 を奉 じて足利尊氏討伐の軍 を起 こしま し

た。それ以来、彼 らは南朝 に属 したので、そのであった市河氏 も南朝に味方 しました。

宗良親王は信濃 における南朝党の頽勢 を取 り戻 そうと、越後 の上杉氏 と気脈 を通 じて行動 を起 こ しま
ききょう ヶ はら

したが、正平10年(1355)の 桔梗 ヶ原(塩 尻市)合 戦の敗戦に より挫折 しました。 この頃、市河氏 は越

後上杉氏 とともに南朝方 になった足利 に従って、北朝方(尊 氏党)の 高梨氏 と対立 を続 け、直義 の死後

もなお争い を続けてい ました。

こうした情勢下に高梨氏 は北方 に勢力 を伸 ばし、正平11年 には小菅 も高梨氏の勢力 下に入 りました。
の りまさ ロ

このため上杉憲顕の嫡男憲将 は部下の長尾勘解 由左衛門尉等 を率い、同年10月 信州 に侵攻 して、小 菅の

を守 っていた高梨および同三郎五郎 を包囲 しました。市川 もこれに参加 し、搦手 の大 菅口に向かい まし

た。23日 小菅の要害 はついに陥 り、仁位阿闊利、三郎五郎等が討 ち死 にしま した。ついで28日 に平林村

で両軍の戦闘があ り、市河経高は再び戦功 を上げ ました(『 信濃史料』 第六巻206頁)。

この ことか ら、14世 紀 の半ばに小菅が軍事的拠点 になる場所 だったことが知 られ ます。小菅 に対応す

ると思われる地名の大菅は、小菅神社 の北西 山下にあ り、北竜湖の東岸 にあた ります。前述 の正平11年
からめて

10月 の市河経高軍忠状 に 「大菅口」が見 えますので、大菅ロが搦手であったことがわか ります。小菅 の

要害の位置は不明ですが、小菅 とい う地名 と、城 に適す るような守 りやす く攻めに くく、かつ大菅につ

ながる場所 ということで、集落の中で少 し高 くなっている里宮がその一つの候補 になるで しょう。 なお

現在、野沢温泉の前坂 に、大菅村在住 だったの伝承 をもつ家が多 く存在 します。

やがて勢いを取 り返 した高梨氏 は、越後軍を追って平林(志 久見郷)で 破 りました。小菅合戦 を最後

にして南朝方は信濃での再起の望みが失われました。幕府は信=濃の統制 をはかろうとして、従来の守護

であった小笠原氏 を改補 して、斯波氏 を守護 に任命 しましたが、 これに不満をいだ く小笠原氏は村上 ・

高梨氏等北信 の豪族 と連合 して、各地で新守護の命令 に反抗 しました。

至徳年中(1384～87)、 小菅別当職が守護斯波氏の命 に従わ なかったので、守護代の二宮 は至徳3年

(1386)7月1日 、～市河氏 に人を選んで改補するように命 じました(『信濃史料』 第7巻150頁)。 この小

菅別当が誰であるかは不 明ですが、小菅来由記によれば、貞治4年(1365)に 小菅寺が火災 にかかった
うじしげ

ので、下水 内郡尾崎三桜城主の泉氏重が室町将軍の命 を奉 じて再建 した といいます。来由記 に泉氏重 は

当時水 内 と高井の両郡の守護 とされていますか ら、泉氏 は小菅 に影響力 を持 ってお り、小菅の別当 とも

つながっていた可能性があ ります。

3隆 盛す る小菅山

戦乱 がお さま り室町幕府 の基礎が固まると、小菅の修験道の隆盛期 を迎え、小菅庄 も若王子社領 とし

てが改めて確認 され、荒廃 していた小菅 山元隆寺の復興 も企 て られました。応永12年(1405)、 加耶吉

利堂が建て られ、堂内 には着色観音三十三身板絵が近隣土豪の本栖入道 ・吉田木工尉等の血縁者 によっ

て寄進 され ました。

重要文化財 に指定 されてい る奥社本殿 では、昭和2年(1927)に 行 われた本殿屋根の改修で発見 され

た束柱 の墨書銘 に 「天正19年(1591)4月 再興」 とあるのが見つか りましたが、太 田博:太郎博士 は建 立

年代が室町中期 を降るものではない と述べ ています。昭和43年 の解体修理では、天文15年(1518)の 奥

社脇立の墨書銘か ら、天文年 間の建築 と結論 されま した。 しか し内陣 と内々陣境の隅柱 に残 る、 「此宝

徳(1449～52)之 絵延宝6年(1678)マ デロロ」の墨書によって、宝徳年中の建造 との推測 もで きます。
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奥社 に鎮座 す る宮殿 には、「永正5年(1508)9

月三社頭建立」の墨書銘があ ります。 また、長野

県宝 に指定 されている桐竹鳳風 文透彫奥社脇立二

面 には、裏面 に 「是ハ奥社脇立」「天文拾五年八

月十五 日」 と墨書 されてい ます。

小菅神社宝物庫保管 の洲浜松樹双雀鏡、垣根柳

樹双雀鏡、菊紋散雀鏡 は、いずれ も室町時代 に作

られた もの とされています。 また、小菅で採集 さ

れた珠洲焼 きのうち甕は14か ら15世 紀前半、壷は

15世紀前半、片口鉢 は14か ら15世 紀の もの と推定

されています。能登半島の焼 き物が小菅 にまで運

び込 まれたのです。

珠洲陶器

平成14年 度に実施 された小菅修験道遺跡発掘で出土 した珠洲焼 きの うち甕、あるいは壷破片は14か ら

15世 紀、片 口鉢 は13世 紀後半か ら14世 紀 に位置づけ られてい ます。大聖院跡か ら発掘 された珠洲焼 きも

14世 紀頃の もの と推察 されてい ます。

こうした状況か らすると、14世 紀後半か ら16世紀初頭にかけて、小菅 山は隆盛 に向かっていた もの と

思われます。

4川 中 島合 戦 と小 菅

その後、京都では足利将軍家 の相続 を端 に発 して応仁の乱(応 仁元年 〔1467〕より文明9年 〔1477〕)

が勃発 し、小 菅庄 の領家 にあたる禅林寺附近の東 山鹿 ヶ谷 は東軍細川方の陣地 となった ため、若王子

社 ・禅林寺な ども戦渦 に巻 き込まれま した。そ して、畿内の荘 園領主は小菅庄の支配 もで きな くなって

いったのです。一方、在地領主は盛んに荘 園に手 を伸 ばし、 自己の領地化 に努めてい ました・

戦国時代 になると、 甲斐 の武田信玄が信濃 に侵攻 して きました。北信濃 を取 られれば上杉謙信(長 尾

景虎)の 本拠 である春 日山までは もうす ぐです。そ こで謙信 は弘治3年(1557)5月10日 、飯 山城 に出

陣 して小菅社 に願文を納め、信玄の討伐 を祈 りました。その中には 「それ小菅 山元隆寺 は、信濃國 高井

郡 にあ り、大同紀元 これ を草創 す。鷲尾中将 を承 りこれを監す。君 臣累葉の慶 を承 け、人天皇華の恩 に

浴す。顧 みるにその境た るや、誠 に霊 区ならずや。東嶺の霜古 く慈悲の雲 を戴 き、西河 の水浄 く知恵の

雨 を澆 ぐ。北 に温泉有 り、山岳 これ隔て、群迷 を平 日に洗 う。南に郊野有 り。草花色 を交 え、庶類 を今

日に喜 ばす。甚深の義、精款 の誠、永 く霊澤 の芳 を襲い、 ます ます凡慮 の臭を除 く。加之、上は入所 の

宝社 を造立 し、下は三十坊 の紺宇を結構 し、香花未だ嘗 て止まず。常 に声 を伝 う。証明無 く、功徳 に遍

し、観念変 わ らず、利益衆生 に及ぶ。 も當山一堂を造 り、観世音 を安置 し、以 て鎮守 となす・近 くは千

手現の金容 を証 し、遠 くは三千界のをう。今 に在 って古 を尋 ぬるに、元隆寺は、峯 を遷すか・世 を異 に

す る も趣 同 じく、 として衆妙 にか らんか(小 菅神社文書 ・『上杉年譜所収』、 『信濃史料』 第12巻164頁)・

(読み下 し文 に改 めました)な どとあ ります。 ここに記 されてい る壮大 な寺 の景観 は、実 態を伝 えてい

るのか、それ とも小菅 山の栄 えている様 を理想 的に称えた ものか、断定 できませ んが、「上 は八所 の宝
ぼんばい

社 を造立 し、下 は三十坊 の紺宇 を結構 し、香花未だ嘗て止 まず。梵唄常に声 を伝 う」 とあることや、謙

信が こうした願文 を捧げた事実か らして、当時小 菅山元隆寺は相当に栄えていた もので しょう。

永禄4年(1561)9月 、 もっ とも激 しい有名 な第四回の川中島合戦 とな りました。伝説 によれば・こ

の時上杉謙信 はか ろうじて戦場 を逃れ、川 を渡 って高井郡 に入 り、安 田の渡 しを越 え、渡船の綱 を断っ

て飯 山城 に入 った といいます(『 甲越信戦録』)。これによ り、今 も安 田と新町の問を結ぶ橋 は綱切橋 の

名が付け られています。
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小菅の伝説では、上杉謙信は戦争に敗れて小菅神社参道の隠れ石に隠れ、この時追ってきた武田軍が

小菅に乱入し、奥院を残す山内の堂坊は大方焼き払われたとされます。

謙信は永禄七年八 月朔 日には更級郡八幡神社 と越後弥

彦神社 に願文 を捧 げて信玄の悪行 を非難 し、その撃滅 を

祈 りました。その中で謙信 は信玄 の悪行 の一端 を、前者

では 「戸 隠 ・飯縄 ・小菅 ・善光寺 の供僧 を断絶 し、社領

を没収 し、燈 明の光消 え、唯一・天の残 月あ り」(『信濃史

料』第12巻524頁)、 後者では 「あまつ さえ戸 隠 ・飯縄 ・

小菅三山、善光寺 を始 め、その他在 々所 々の坊社供僧断

絶 をなし、寺社領欠け落ちの故、御供燈明已下 し、光塔

仏閣際限な く焼却す」(同526頁)と 記 してい ます。 この

記載か らして、信玄が小菅山を焼 いた ことは事実で しょ

う。なお、 この願文で重要なのは謙信 にとって小菅が戸

隠 ・飯縄 と並ぶ三 山の一つであ り、善光寺 と比 して数 え

られる くらい重要 な宗教の場所 として認識 されていたこ

とです。

一・方
、若王子文書 に記 されているように織田信長が入

京 した永禄11年 頃には、小菅庄か ら若王子社へ の年貢納

入 は全 く途絶 えてお りました(『 新編瑞穂村誌』191頁)。
戸隠神社奥社

天正7年2月25日 に武 田勝頼 は、小菅 と越後赤沢の問の往復 の便 のため、人家 を置 くことを計 ってい

ます(『 信濃史料』補遺上506頁)。 したがって、小菅 の集落はいぜ ん として多 くの人が越後 との問を往

来する、重要 な場所だった といえるでしょう。

5上 杉景勝領の小菅神社

武田勢のため に壊滅的な打撃 をこうむった小菅山は、織 田氏 の家 臣である海津城 主森の支配 を経 て、

領時代 を迎 えます。彼 の元で小菅山復興 の気運が盛 り上が り、天正19年(1591)4月 には,奥社本殿 と宮

殿が別 当大聖院、な らびに十八坊 が願主 となって再興 されました。棟札 の銘文により、大工棟梁が越 中

国新川郡小野源之丞政高であったこ とが知 られます(『 重要文化財小 菅神社奥社本殿修理工事報告書』
わにぐち

7頁)。 文禄2年(1593)閏9月 には越後の人金丸与入郎 によって銅製鰐 口が奉納 され ました。翌文禄

三年 に上杉領内検地が実施 された らしく、 『文禄三年上納員数 目録』 の書 き上げ によれ ば、 「小 菅山料」

の大聖院 ・高橋権太夫の知行高が五八石 と記 されています(『 信濃史料』第18巻68頁)。

観音堂右手 にある菩提 院が管理 している墓地 に

はやの残閾があ り、地中か らも発掘 されてい ます。

こうしたものがあること自体が、小菅が信仰 の場

所 だったことを物語 るで しょう。その形態は中世

末か ら近世初頭の ように思われ、中世末にこの地

が死者 にとって も特別な地であったようです。

小菅山の復興 をはか りつつあった上杉景勝 は慶

長3年(1598)2月 、豊 臣秀吉 により会津へ の移

封 を命ぜ られました。 この時、小菅 山の別当大聖

院 も同道 しま した。いったん会津 に越 した大聖院

は再び米沢藩 に移 り定住 したため、その地では廃 観音堂付近の五輪塔残欠
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院にな りましたが、往時 を偲ぶお札が残 されています(『 新編瑞穂村誌』192頁)。

6全 体 として

これまで述べて きました ように、小菅は中世 を通 じて高社 山以北 の高井郡 において、セ ンター的な役

割 を持つ集落で した。その理由は小菅 山元隆寺の繁栄で した。

南北朝の内乱 においては、小菅の要害 をめ ぐって小菅合戦が戦われました。小菅 に要害があ り、 ここ

をめ ぐって戦いがなされたことは、軍事上、経済上でいか にこの地が重要 な役割 を持 っていたか を示 し

てい ます。

小菅が現状 の ようにいつか ら計画 的に作 られたのかは不明ですが、 間違いな く戦 国時代 には現在の

ような景観 になっていた ようです。そ して、戦国時代 に小 菅は上杉謙信が認識 していた ように、広 く戸

隠 ・飯縄 と並ぶ三山 として意識 されていたのです。それはさらに善光寺 ともつ なげ られ るような存在だ

ったのです。残念 なが ら、戦国の争乱の中で小 菅山も荒廃 し、やや復興 の兆 しを見せた時 に、復興 を後

押 ししていた上杉景勝が会津 に転封 にな り、近世 に流 れ込むことにな りま した。

いずれにしろ、中世に三山 と評 された ことは考 えなければな りません。現状では戸隠 ・飯縄 と比較す

れば、世間の周知度 も、研究状況 も明 らかに遅れています。今後様 々な角度か ら光 を当てていかねばな

りませ ん。(信 州大学人文学部教授 笹本正治)
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第2節 近世

1変 化す る領主

近世の小菅を理解す るために、まずは領主たちの変遷 をたどってお きましょう。

慶長3年(1598)、 上杉景勝 を会津 に転封 させ ると、豊臣秀吉はの家臣田丸直 昌を海津(松 代城)、 関

一政 を飯 山に移 しました
。両人 は慶長5年 に美濃に移 りました。

その跡 には美濃 国兼 山か ら森忠政(右 近)が やってきて、川中島地方 を治め ました。彼の入封後間 も

な く関 ヶ原の戦いが起 きましたが、忠政 は徳川秀忠 にしたが って上田城の真 田昌幸攻めに功績が あった

ので、豊 臣秀吉の重 臣石川光吉が治めていた豊臣氏の蔵入れ地を含 めて支配する ようにな り、戦後 に川

中島四郡 の内13万500石 余 りを領する大名 にな りました。

忠政は慶長8年(1603)2月 に津 山へ移 され、かわって松平が川中島四郡 を支配 しま した。彼が まだ

12歳 と幼少だったため、忠輝の父徳川家康 は領国の支配全般を大久保長安 に取 り仕切 らせ、飯 山には皆

川広照 を城代 として入れ ました。広照の所領 は高井郡で田上村 よ り北、水 内郡 で替佐村 以北 の四万石で

した。彼の治世下の慶長9年 、大久保長安の名前 で小 菅山に寺領60石 が寄進 されています。広照は主君

忠輝 とその側近で海津城代 の花井吉成 の非道 を、長沼城代の山田勝政や牧 ノ島城代 の松平信直 とともに

幕府へ訴 え、逆 に罰 を受けて、慶長14年10月 に飯 山を去 らねばならな くな りました。

その後、飯 山城 には短期 問山田が入 りましたが、慶長15年2月 か ら堀直寄が入封 し、元和2年(1616)

までの六年間を四万石の領主 として支配 しました。彼 の元で飯山の城下町 は整備 され ました。

元和2年(1616)に 松平忠輝が60万 石の所領 を没収 されて改易 になる と、堀直寄 は越後長岡城主 とな

って転 出 しました。彼の所領の多 くは分割 され ましたが、小菅村 を含 む一万石 は入月 に岩城 貞隆へ与え

られ、彼が翌年やって来ま した。貞隆は元和6年10月19日 に亡 くな り、その跡 を子供の吉隆が継 ぎまし

た。 しか し、吉隆は元和入年に出羽国由利郡の内で一・万石加増 され、同9年11月 に川中島か ら由利郡亀

田城に移 りました。その後、小菅は幕府領 にな りました。

一・方
、飯 山藩は堀直寄の跡 に佐久間安政が入 りました。寛永16年(1639)、 佐久 間氏が移封 される と

ただとも

3月 に松平忠倶 に水内 ・高井両郡の内四万石が与 えられ、新たな飯 山城主 となりました。この時、小菅

な ども再び飯 山藩領 に編入 されました。忠倶 は63歳 で没す るまで飯 山藩主 として城下町整備 など、多 く
ただたか

の治績 を残 しました。つ いで彼の孫忠喬が宝永3年(1706)正 月、旧領である遠州掛川に移封 になるま

で、その遺業 を継 ぎました。

代 わって飯山に入封 したのが永井で した。彼の所領 は3万3000石 でしたので、小菅 などは松平 四万石

か ら分 けられて幕府領 とされました。

永井直敬 は飯 山城在城五年 で武蔵国岩槻 に移 り、正徳元年(1711)2月 に青 山が摂津尼崎か らやって

来 ました。 しか し、彼 もわずか六年後の享保2年(1717)2月 、丹後宮津に移封 され、その跡 には本 田

助芳が二万石 で飯 山城主 とな りました。 このために小菅村な どは再 び幕府領 とな り、以後幕末 まで支配

替 えが行 われ ませ んで した。

このように、江戸時代の半 ばまで小菅 はめま ぐるしく領主 を変 えていたのです。

2小 菅山の復興

それでは小 菅のシンボル ともいえる大聖 院は、近世 にどのようになっていたので しょうか。

慶長9年(1604)、 大久保長安が小菅神社 に寺領60石 を寄 附 した ことによ り社 の旧観 は回復 し、6月

4日 の祭礼 に毎年一週間ずつの馬市 を開いたのが、「小菅四 日」「小菅の市」 として近在 に名高 くな り、

明治 に至 った といい ます(『 下高井郡誌』274頁)。
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小菅神社 は二枚 の大 きな絵馬 を所蔵 してい ますが、黒神馬 は慶長11年6月 に皆川(広 照の弟)・ 白神

馬は皆川広照 によって寄進 されたものです。飯 山城代が巨大な絵馬 を掲げるほどですか ら・ この頃まで

に小菅山は少 しずつ復興 を とげてきた もので しょう。

柱松柴灯神事で とが着用す る面 は、古面の研究家 である中村保雄氏 らによって・江戸時代初期 に製作

された と鑑定 されています(『 新編瑞穂村 誌』533頁)。 したがって、江戸時代 には現在の面がで き・祭

りの配役 なども、今 とそれ程変わ りな くできあが っていた と推定 され ます・

小菅神社奥社 は慶安2年(1649)7月 に飯 山城主松平 によって修復 され、延宝6年(1678)に も手が

加 え られ ました。その後 も奥社 は、貞享4年(1687)、 元禄10年(1697)、 宝永6年(1709)・ 享保10年

(1725)、 宝暦5年(1755)な どに修復 されてい ます。奥社 の前 にある石灯籠は延宝9年(1681)3月 に

寄進 されました。

小菅神社 の里宮神殿 は万治3年(1660)に 松平忠樹(一 説 に忠重)が 再営 した といいます・里宮の神

楽殿 は寛保3年(1743)再 築、神輿殿 は大正10年(1921)、 神僕所 と神 馬殿 は大正12年 のそれぞれ建立

で、神輿 は宝暦6年(1756)に 再造 されました。

ちなみに、天和3年(1683)の 「松平遠江守様御代飯 山寺社領井由緒 目録」には、小菅 山八所大権現

はその別当が新儀真言宗の大聖院 となってお り、高七三石が大聖院、高一・石 は桜本坊(三 十三坊 の衆徒

全 く以て坊残 る、現在の菩提院です)、 六斗五升が社家 ・山城正、九斗五升二合が大工 ・源左衛 門・五

斗五升が庭掃 きとあ り、境内の社頭 ・仏宇 として、御本宮 ・里宮 ・講堂 ・仁 王堂 ・愛染堂 ・飯縄 ・白

山 ・八幡 ・鷲尾社 ・加耶吉利 ・常楽 ・弁財 天 ・文殊菩薩 ・荒神 ・観音 ・熊野 ・諏訪宮 ・塔:婆.__.基が記

されてい ます(『 長野県史』近世史料編第八巻(二)141頁)。 小菅神社(実 質は大聖院)は 社家・大工・

庭掃 きを抱 える くらいに経済力 を持っていたのです・

飯 山城主松平忠倶 ・同忠喬 は小菅社 の再興 につ とめ、奥社 の修復 を度 々おこない・寛文元年(1661)

に大鳥居 の建立、元禄10年(1697)講 堂の修復 などをしています・

小菅の集落の入口にある仁王門について建立

に関する資料は不明ですが、出梁先端や実肘木の
こうりょう

渦 ・若葉の絵様や虹梁の彫 りの浅い絵様 などは16

世紀後期の様式 をもっているとの ことです。元禄

10年 に講堂が修復 されていますか ら、 この頃 に再

建 され、その後 に何 回か修復 された と考え られて

い ます 『江戸時代のお宮 とお寺一飯 山市近世社寺

建築調査報告書一』飯 山市教育委員会、1992年)。

現在集落 に残 る唯一 の寺であるは新義真言宗豊

山派、和歌 山県高野山竜光院末です。本堂の建築

年代 に関する史料 は残 っていませ んが、様式 か ら

みて元禄 ・宝永期(1688～1710)の 建築 と考 え ら

れています。

講堂

『信州高井郡小菅山元隆寺略縁起』が版刻 されたのは、元禄元年5月 で した。

昭和49年(1974)に 長野県天然記念物 に指定 された奥社参道 の両脇 にある杉並木の樹齢 は・約300年

といわれてい ます。 とい うことは、講堂の建築、菩提院の本堂建設や仁王 門の建設 とだい たい同 じ頃に

な ります。おそ らく参道の石畳 もこれにあわせ て造 られたもので しょう。杉並木 と石畳の整備 をこれだ

け立派 にす るためには、相応の参詣客があ り、村 にも財力がなければで きないはずです・社殿 や講堂の

修復 などか らしても、17世 紀末か ら18世紀初頭 までに小菅 は隆盛 を迎 えていた と考 え らます・

講堂内部 に安置 されている阿弥陀如来座像 は、享保17年(1733)京 都 の大仏 師奥 田杢之丞の作です・
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現在柱松神事の出発点 となっている護摩堂は、

己録か ら寛延3年(1750)に 建立 されたことがわ

)・ります。小菅神社里宮入 口にある石灯籠は寛延

1年(1751)9月 、宝暦3年(1753)5月 、寛政

5年(1793)8月 、寛政6年5月 に設置 された も

りです。小菅村 の二十三夜講 の者達 に よって文

ヒ7年(1810)に 建て られた月神 の碑 、その横 に

ミ明5年(1785)5月 に建て られた、「猿田彦命」

二彫 られた碑があ ります。里宮境内には宝暦8年

)月 と11年8月 、延享2年(1745)9月 、天明7

F(1787)7月 の石灯籠が建 ってい ます。集落の

配口にある廻 国塔は安永6年(1777)8月 にたて

阿弥陀如来座像

られた ものです。関沢の小菅神社二の鳥居の傍 には寛政7年(1795)4月 に高遠石工 によって造 られた

石灯籠があ ります

ちなみに、小菅の観音堂にあ る落書の内確認で きる最 も古い年号は寛政7年 です。他 に確認 で きる年

号 は寛政9年 、寛政12年 、文化2年(1805)、 文化4年 、文化11年 、文政3年(1820)、 文政5年 、文政

7年 、天保10年(1839)、 弘化3年(1846)、 嘉永7年(安 政元年、1854)な どです。 したがって、観音

堂は寛政7年 よ り前 に再建 され、参詣者 を集めるようになった ものと考 えられ ます・

観音堂の石造物についてみる と、勢至菩薩は天明7年7月 、地蔵菩薩 は宝永元年(1704)8月19日 ・

六地蔵 は天明6年5月 の銘があ ります。 また、菩提 院の如意輪観音菩薩 は寛政3年6月 に造 られま した・

大正12年(1923)に 大改築 された里宮の神饅所 には享保期の様式 を持つ部材が使われてい ます・

こうした建物の建築年代や現在残 る信仰遺物か らしても、小菅の信仰 は江戸時代 に多 くの人を引 き付

け、17世 紀末か ら18世 紀にかけて、北信濃 と上越地方の双方か ら人 を招 く地域の霊場 として隆盛 を迎え

た といえるで しょう。

3小 菅村 の規模

それでは、小菅 山元隆寺があった小菅の村 としての様相 は どんなだったのでしょうか。

小菅村 の村高は慶長7年(1602)の 『信州川中島四郡検地打立之帳』 によれば、五四九石 二斗五升五

合ですが、この中には関沢村が含 まれてい ると思われ ます。寛永16年(1639)に 松平忠具が拝領 した石

高の内小菅村 は二〇三石八 と四升六合で した。

正保4年(1647)3月 の 『信=濃国郷村 帳』 では、「堀領分」 として、一高弐百六拾七石 四斗入升 小

菅村(は へ山、柴山)有 内 百四拾五石弐斗五升 田方 百弐拾弐石弐斗三升 畑方 と記 されています・

水 田の畑作 がほぼ半分ずつで した。

元禄15年(1702)12月 の 『信濃国郷帳』では、小菅村 の村 高は二六七石四斗八升です・寛政3年8月

の 『中野御陣屋御支配村 々毛附高書抜帳』 では高三四二石二斗三升二合(『 長野県史』 近世 史料編第入

巻(一)574頁)、 天保5年(1834)12月 の 『信濃国郷帳』で は、石高が四三五石五斗五升六合 になって

い ます。

小菅村 は天保年間(1830～44)ま でに針 田村 を分村 しましたが、だいたい村高三七六石余か ら四ニー_J

石余 で、江戸時代 を推移 したのです。

ちなみに、小 菅神社 の社領 は慶安5年(1652)に 五六石余で寺百姓22戸 、正徳5年 八五石余・享保7

年九入石余、延享5年(1748)八 六石余ですか ら、比較的大 きな石高を抱 えてい るといえますが・小菅

村全体 を支酉己す る領主のような性格 を持つ ものではあ りませ んで した・
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なお、明治元年(1868)の 『旧高旧領取調帳』 には次のように記 されています。

小菅村 中野支配地 四二.__.石六斗五升六合 長野県管下

小菅村 入所社 除地 七石 同管下(『 旧高 旧領取調帳』中部編、近藤 出版社、1977年)

戸数や人 口は、宝暦4年(1754)90戸 ・415人(男205人 、女210人)、 文化15年(1818)104戸 ・499人

(男239人 、女260人)、 文政5年(1822)104戸 ・487人(男235人 、女252人)、 弘化4年(1847)104戸 ・

476人(男234人 、女242人)、 明治4年(1871)108戸 ・478人(男239人 、女239人)で した(『 新編瑞穂

村誌』301頁)。

仮 に宝暦4年 の戸数で、元禄15年 の石高二六七石余 を割 ります と、一戸あた り約三石、 弘化4年 の戸

数で天保5年 の石高四三五石余 を割 ります と、一・戸あた り四石余 と、農業だけではとうてい生活で きな

いことが明 らかです。小菅は山村 で もあるのです。

こうした中で発達 したのが内山紙で した。小菅 は寛文年間(1661～73)の 初め頃よ り冬季 の副業 とし

て発展 したといわれる内山紙 の主産地の一つで、宝永3年(1706)に は紙漉運上 として銀二五匁余 を納

めています。 また、養蚕業 も重要で した。

さらに、炭焼 きなどの林業 などや大工、馬を利用 しての運送業 などの仕事 に当たるもの も多 くあった

と推定 され ます。

4村 と柱松神事

小菅の集落入 口に置かれた石造物で銘がある もっ とも古い ものは、延宝2年(1674)6月 吉 日付 の石
こうしんとう

祠形 の庚 申塔 です。こ うした石造物 は村意識 の強 さの中で作 られた もの といえるで しょう。

宝永7年(1710)か ら文化2年(1805)に 至 る

)5年 間 にわた って、野沢村 ・柏尾村 ・北原新 田

付 ・重 地原村 と前坂村 ・小 菅村 ・針 田村 ・笹沢

付 ・関沢村 ・神戸村 ・小見村 は入相山争論を行っ

ています(『 新編瑞穂村誌』352頁)。

小菅山内同平 山の入会権 をめ ぐって針田村が小

菅村 を訴 えた事件は、江戸宿下野屋新右衛 門 ・美

農屋伊兵衛 の二人が扱い人 となって吟味 を取 り下

げ、双方の仲裁 に入 り、宝暦2年(1752)に 和談

勾訳内済の扱 いとな りました(同)。

こうした動 きか らして、た とえ大聖院が大 きな

カを持 ち、 ここが宗教 的な雰囲気 を色濃 く残 して

庚申塔などの石造群

いるといって も、村 は村 として独 自な力 を持 っていたことが明 らかです。換言す るな らば、村の構成 員

中に大聖院 も含 まれたのです。

『下高井郡誌』 によれば慶長9年 に市が開かれ る契機があった といいます(249頁)。 堀 直寄 は慶長16

年10月25日 に木島村 に対 して、新 田開発 ・市立ての掟書 を与 えています。その最初の部分 には 「今度木

島新 田立て られるについて、百姓二十八人新町へ 出すべ き旨尤 もに候。則ち馬市 を相立つべ く候事」 と

あ り、地域振興策 として馬市 を開 くように命 じたことがわか ります。小菅の市 も馬市でしたが、基本的

には村の振興策 として許可 された もので しょう。

江戸時代の柱松神事 を考える興味深 い史料が、天明3年(1783)7月 に小菅村 によって作 られた 「御

祭禮 日市 中村 定連判帳」です。その第二条には 「御祭禮な らびに 日市 中参詣の衆人は申す に及 ばず、諸

商人へ対 し申 し、慮外過言等 これ無 きように随分大切 にいた し、た とえ村方の利分 これある事 にて も用

捨いた し、勿論喧嘩口論の腰押 さえ、加勢等決 していたすまじく候、総 じて他所の者 を取 り立て候様に
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心懸けるべ く候事 」、第三条 には 「本見世 ・小屋代 ・賄代 ともに一間分銭壱貫三百文宛 にこれ を相定 め、

古来定見世九拾九軒へ これを割合すべ し、前 々持ち来 る小屋場所 に拘 わ らず、その年の増減 を相 改め、

入用の店数一所へ寄せ南側 に置 き、能 く懸け置 き申すべ し、旅人賄いの儀 は本店九拾九軒持 ち来た り候

者 より、代 々順番 に相賄 うべ き定めの事」、第七条では 「馬宿 の儀は惣 じて内売 りこれ を致 さすべか ら

ず、残 らず堂庭へ出 し、売買致 さすべ し、尤 も売買 に相成 り候馬壱疋 に付 き、銭 百文宛 これ を取 り、内

五拾文は御運上 として村役人方へ相納 め、銭五拾文はその懸 りの茶屋へ これを取 らすべ し、右世話いた

し候 もの壱人、村 方にて相極め、市場 に附け置 き、馬売買油断無 く相糺 し手帳 に付 け、右出銭その 日限

に双方へ これを相済ますべ し、勿論 馬市 中世話人方へ賃銭弐百文遣わすべ きの事」 などと全部で14ヶ 条

が記 され、その最後 に 「右 は当所御祭礼 日市、近年不繁昌にて、市御運上等弁納 に相成 り候者 もこれ有

り候 に付 き、今般村方 わざわざ談 に及び、書面の通 り相定めるの趣 この如 し、然る上は以来相互 に違乱

な く睦敷 いた し、後年 に致 り御祭礼 日市繁栄致 さすべ き様 に、惣連判一札 くだんの如 し」 と書 き、92名

の村人が連印 しています。

祭礼 日に行 われているのは柱松神事であ り、 この 日に馬市が開かれて多 くの客 を集めていたのです。

この馬市 の繁栄 は領主 にとって も、村人 にとって も収入源 として大 きな意味を持 ちました。そ して、祭

りの際の市店の管理は村 人が行 っていたのです。

江戸時代 にで きた元隆寺 の 「永代行事」 によれば、六 月朔 日の柱松立ては氏子 の役 で、大聖院か らは

並酒.__.斗が遣わされてい ます。三 日の晩 に奥 の院へ代僧が派遣 され、松子 も同道 しています。四 日の祭

礼には朝赤飯 が___.斗五升ほ ど炊かれ ますが、これは諸方 よりの人に出し、百姓人足 には握 りを一つずつ

です。山伏 は村か らの願いで大聖 院が饗応 してい ます。四 日の四 ッ時 に警 固がや って来次第酒 を出 し、

大鐘 を鳴 らして行列 を出し、御旅所で神拝の問に惣衆が心経 を読み、経の読み始めは錫杖 で、次に講堂

内で火界 の呪いでをします。同 じく四 ッ前に護摩修が終 わ り、直ちに柱松子 に本堂でを取 らせ ます。

当 日松子が宿 で必要 な米 は二升、酒は五升 とい うことですが、 これは松子の方か ら出す ようです。祭

りの後 は村か ら祝儀 の人が来 るので盃 を出 し、祭 りの後 には男 どもを松 の片付 けに遣わ します。

柱松 を作 るのは現在で も氏子 の役 割ですが、江戸時代 も同様です。祭 りの前の晩には松子 になる子供

が奥社 に籠 も りますが、江戸時代 には代僧 がついていったようです。現在 は当番の人がついてい きます。

おそ らく現在奥社で神主が行 う儀式が仏式で、僧侶 によってなされていたので しょう。祭 りの時の山伏

は村か らの願いで大聖院の方が饗応 をす るとい うことですか ら、祭 りの主体 は村 にあったことになりま

す。御旅所で神が拝 されてい る問に、僧侶 は経 を読み、錫杖 を振 り、 さらに講堂内では火 を使 って加持

が行 われてい ます。 これは現在 では全 く行 われていませ ん。神輿 を納 めた御旅所 の前で神主が儀礼 をし

ていますが、集 まった観客 はほ とん ど目をくれてい ませ ん。 また1講 堂内での加持 も観客か らは見るこ

とがで きなかったで しょう。護摩堂では護摩修が行われていた ようで、 これが終 わる と松子 に閣 をひか ・

せています。現在護摩堂で行 う神事は関係者だけで、観客 は入 れませ ん。それが終わるとどち らの柱松

の担 当かを決める園が ひかれ ますので、護摩の代 わ りに祝詞があげられているといえます。松子の経費

は自分で出す ようで、大聖院の主催 とはいえなません。 さらに松の片付けに参加 してい ますが、松 と書

いてあ りますので、現在 と同じように柱松焼かれてはいない ようです。

祭礼 に遣われる面が近世の前期 にはで きていたこと、祭礼 の市 は地域振興のためであった こと、多 く

の人が集 まる市 にしたい ことな どか らする と、江戸時代 の柱松神事 には仏教的な側面がある ものの、現

在 とそれ程変わ りはなかった ようです。少 な くとも観客 の 目に見 える部分 で、近代 になって も大 きな変

更はなかった ことで しょう。

もし柱松神事が大聖院の祭 りだとす ると、に よって途絶 えて もおか しくはあ りません。 ところが現在

にまで残 っているのは、この ように江戸 時代 に柱松神事が村が主体 になって行われていたか らです。戦

国時代 に小菅山は荒廃 し、戦国時代 の末か ら江戸時代の初めにかけて復興 しました。 この間、中世 に行
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われていた祭 りも途絶 えていた可能性が大 きい と考 えます。大聖院 も別当は会津 に移ったのですか ら、

様々な儀式 なども途絶 したことで しょう。

そ うした中で、大聖院 も祭礼 も、村人が支 えて、

復興 していったのです。柱祭 りは村 の振興策であ

る馬市 とセ ッ トになって、人 を集める祭 りとして、

神事その ものよ りも、見せ物興行の ようになって

いった と考 え られます。

となれば、現在 の柱松神事は中世に根 を持 ちな

が ら、近世か ら村 人によって支 え られ、現在 に至

るまであま り大 きな変化 を遂げることもな く続い

た とい うことで、大変重要 な意義 を持 ちます。

5全 体 として
柱松行事

これ までやや もする と近世の小菅の評価 は低か

ったようです。地元の皆 さんも、小菅は武田信玄に焼 き討ち されてか ら衰えて しまったんだ との理解 を

示 されるだけで した。

ところが、近世 に小菅 は大 き く復興 したのです。小菅のシンボル ともいえる講堂 も、里 宮 も、そ して

石畳の参道 も、現状 はすべ て近世 に整備 されたものです。その意味で近世 の小菅 は再評価 されな くては

な りませ ん。

中世 に戸隠 ・飯縄 とともに三山 と称 され、善光寺 とまで肩 を並べ た小 菅が近世 に知名度 を落 とした理

由の一・つに、善光寺信仰 にうま く組み込 まれなかったことがあるのではないで しょうか。 善光寺参詣曼

茶羅には善光寺の背後 に戸 隠 と飯縄が描かれていて、善光寺 とセッ トで意識 されるように なっています。

近世 に善光寺信仰 は庶民の間に広 く浸透 し、御開帳や出開帳に多 くの人が集 まりました。 その流れの一

部が戸隠や飯縄 の信仰 とも結 びついたのです。 ところが、小菅 は善光寺を中心 に置いた場合、水 内郡で

はなく千曲川 を越 えた高井郡 にあ ります し、距離的にも遠 く、善光寺信仰の中に位置づけ られに くかっ

たため、全 国区の信仰 の場になるこ とがで きなかった ようです。

しか しなが ら、近世には村 として小 菅が 自立 してい ました。大聖 院も村が支 える寺院へ と少 しずつ変

わっていった もの と思われ ます。そうした中で村 が主体 にな りなが ら柱松神事が行 われ、 その 日に馬市

が開催 されたのです。柱松神事 は人寄せの手段 にもなっていったのです。

こうした中で小菅山は北信か ら上越地方にかけての、国を越 えなが らも比較的狭い範囲を信仰 圏 とす

る、地域 の霊場 となっていったのです。 これまではやや もすると、善光寺や熊野三山な どのような全 国

区の宗教組織や場 だけが取 り上げ られて きましたが、 これか らは地域に根 ざした、小 菅山のような霊場

の信仰 をきちんと扱 っていかなければな りません。その意味で、小菅の研 究は今後 日本人 の信仰 を考え

てい く時に避 けて通れない、大事 な課題だ といえます。(信 州大学人文学部教授 笹本正治)
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第3節 近代の集落の変化

1近 代の出発点における小菅

明治維新 によって、 日本 も近世か ら近代へ と大 きく変 わってい きます。明治維新か ら数年の問は、幕

藩体制か ら明治 国家体制への制度的転 換が急速 に進んだ時期 で、廃藩置県、地租改正 など、統 治の仕

組 み、土地所有の仕組みが根本 的に変 わ りました。1889(明 治22)年 に帝国憲法が発布 され市制 ・町村

制が実施 されてい ますが、 この頃にやっと近代国家 としての骨格がで きあがった と考えていいで しょう。

村 の社会 と生活 も当然、激変 したで しょう。

近代への移行 の中で小 菅が どのような村へ とかわったので しょうか。 『瑞穂村誌』(1938)、 『新編瑞穂

村誌』(1980)に よれば、幕末 まで小 菅権現 は85石 の社領 を持 ち、二十数戸 の百姓 を支配下 に置いてい

た といいます。それゆえ、小 菅は大聖 院が小領主 として大 きな力 を持つ集落で あった とい うことにな

ります。 しか し、明治2年 に、神仏判然令の影響で大聖院は廃寺 とな り、領地は返上 され ます。明治6

年 の 「長野県戸籍 区一覧表」 によれば、小菅村 の石 高は429石 ですが、その うち社寺領 は7.5石(全 体

の1.8%)に 過 ぎません。明治のは じめ に、農地改革 に匹敵す るような大 きな変化があったわけですが、

それによって集落が具体的に どの ように変 わったについては残念 なが らよ く分か りませ ん。

ここで、2つ の絵 図を見 てみ ま しょう。最初 の もの は 「高野村村誌附図」 と書 かれた絵 図で、1878

(明治11)年 に編纂 された 「高野村村誌」 に付 け られた もの と考 え られ ます。二枚 目の絵 図には 「瑞穂

村小菅組略図」 と書かれているので、1892(明 治25)年 に瑞穂村が誕生 した直後 に作 られた もの と推定

で きます。

レ も 　 ノみハルセゴなヨ　 ゆ　

写真1:高 野村村誌附図 写真2:瑞 穂村小菅組略図

この2つ の絵 図 に、明治の激変後 の小菅の集落状態が現 れている と考 えていいで しょう。 さらに一

世紀以上 さかのぼった延享3(1746)年 の絵 図では、村 を東西 に走 る通 りの両側 は寺院が 占め、小菅

村 はその南側の南龍池 の近 くに位置 してい ます。明治の絵図では、通 りの両脇の寺院はほとん ど姿 を消

し、集落の主役 は完全 に民家 になっています。 このような集落の変化 がいつ頃か ら始 まったかについて

は、 よく分か りません。 これは、一面では小菅が宗教 的聖地 として衰退 した とい うことになるか もしれ

ませんが、他方では農家が集落の主体 になったということを意味 します。小菅神社 も明治のは じめには

小菅村 を中心 とする地域の神社 と変 わっていたと考 えていい ように思います。

「瑞穂村小菅組略図」で は家 と道路 の配置が よ くわか りますが、現在 の住宅地図を重 ねる と集落の状

態 はほ とん ど変 りません。現在の集落配置の原型はこの頃には作 られていて、その後、 ほとん ど変わっ

てい ませ ん。
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2人 口の変化

近代か ら現代への変化 を、人 口および世帯の変化 と生業の変化 に絞 って、追跡 したいと思い ます。

国勢調査 をは じめ として、 い くつかの人 口統計資料か ら作 ったのが表1で す。明治のは じめか ら2000

年 までの人口 と世帯数の変化が折れ線 グラフで表現 されています。左 の尺度が人 口を表 し、右 の尺度が

世帯数 を表 しています。

表1世 帯 と人 口の変化(1885～2000)
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このグラフを見 ると、小菅の人口は次の ような5つ の段 階で変化 していることが分か ります。

1)明 治のは じめか ら1900年 頃まで……数字の上では人口は増加 している一方、世帯数(戸 数)は 減

少 しています。 この時期 は残 された資料 も少 な く、数字の信頼性 についても問題があ ります。人口につ

いては増加へ 向かった と考 えて良い ように思い ますが、世帯数 については疑 問が残 ります。

2)1900年 頃か ら1913(大 正2)年 前後…… この時期 は人 口、世帯数 とも安定 した状態 を保 ってい ま

す。世帯数105戸 、人口560人 という数字でこの時期の小菅集落 をとらえることができます。

3)1913年 前後か ら1935(昭 和10)年 頃まで……世帯数、人口 ともに減少 に向か ってい ます。1935年

前後が、集落人口の最 も減少 した時期 であった と見 ることがで きます。

4)1935年 か ら1955(昭 和28)年 頃まで……世帯数、人口数 ともに増加 し、明治末年頃の水準 を回復

しています。 この時期 は戦時 中の人口疎開や終戦後の経済的崩壊状態 といった出来事 のために、人口都

市化 に対す る逆流が現れ、 日本全 国で農村人 口が増加 した時期 で した。小菅 も、その例外 ではなかった

わけです。

5)1953年 以降……高度成長期以降の変化が人 口動 向に端的に現れています。 この期間 を通 して、小

菅の人口、世帯数 は一貫 して減少 し続 けています。50年 間の世帯の減少率は約30%、 人口の減少率 は約

65%に な ります。 しか も、減少に歯止 めがかかる とい う保証 はあ りません。今後 も減少 し続 ける可能性

が高い と考 えられ る。

人口の変化 か ら見た とき、小 菅 とい う歴史の古い集落が、存続の危機 に置かれているとい うことが分

か ります。 どのように してここまで来たのか を私たちは認識 してお く必要があるで しょう。
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3明 治か ら昭和初期 にかけての生業

このような人口の変化の意味を的確 に理解す るため には、生活の経済的基盤が どの ように変わって き

たか を見てお く必要があ ります。ただ、 このことについての小菅集落 についての資料は非常 に少 ないの

で、小菅が一員であった行政村(1876年 か ら1892年 までは高野村、1892年 か ら1955年 までは瑞穂村)の

動 向か ら類推す るとい う方法 をとりたいと思い ます。

「高野村村誌」(明 治11年)で は、明治初期 の瑞穂村特 産品(集 落外への輸 出品)と して、米、蚕種 、

繭、生糸、内山紙、 などが挙 げられています。 この うち、米 は地域外輸出の比率は小 さく、地域 内消費

が主 となっています。内山紙 については 「質美」 と書かれてい ますが、繭については 「質悪」 と記載 さ

れています。内山紙が第一の特産品であった ことがわか ります。

このあ と、1900年 頃 まで、 断片 的に残 る資料 を追 ってい くと、稲作 を中心 とす る農業、養蚕、和 紙

(内山紙)、 この3つ の組み合 わせで地域 の経済が成 り立つ ようになったことが分か ります・ この時期の

和紙生産量 は拡大 しています。養蚕農家 も増 えている と考え られます。経済活動が農家の生活の営み と

未分化である状態 を 「生業」 と呼ぶことにす ると、瑞穂村 の農家 はこの3種 類の生業の組み合わせで生

活 を成 り立たせていました。 また、この時期 には製紙工場や清酒工場な ども出現 し、規模 は小 さいなが

らも生業 とは区別された 「産業」 も現れは じめていました。農業生産力 の増加、生業の基盤の拡大、地

域 に出現 した産業、 この ようなことが人口増加 を可能に した要因だ と考 え られます。1897年 、1899年 に

ついては集落別の和紙製造農家数が分か ります。1899年 の資料では、小菅の製紙農家 は68戸 、職工数 は

234人 となってお り、瑞穂村 の中で も和紙製造農家が最 も多 い集落で した。全世帯の60%以 上が和紙製

造 を副業 としていた ことにな り、おそ らくはこの頃が和紙製造 のピークであったと思 われます・

ところが この ような流れ も変わって きます。明治の終 わ りには製紙工場が経営困難 によって姿 を消 し、

さらにそれ以外 の工場 もことごとく姿を消 して しまい ます。生業 とは区別 された産業の萌芽がすべ て消

え去 ったわけです。

さらに、大正期 にはいると、周期的に襲 う恐慌が農家経済に打撃を与えます。農産物価格 の低下、特

に米価格 と繭価格の低下が瑞穂村 に与えた影響 は図2に よって も分か ります。1930年 の昭和恐慌 時に米

と繭の生産額 は底 を打 ってお り、 この時期の瑞穂村 の人口が最 も少な くなっています。

図2瑞 穂村 ・米価額お よび繭価額の推移(1919～1940)
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1920年 と1930年 の国勢調査 をみると、 この10年

の問に瑞穂村 の就業人口は増 えていませ ん。工業

へ の就業者が減って、農業への就業者が増えてい

ます。 しか も、1930年 の農業就業者比率 は87.7%

と非常に高 くなってい ます。工業化 とは逆の変化

が起 きているわけで、米、繭、和紙の生業構造 は

純化 されていった と考 えることができます。小菅

の場合には、 この ような傾 向はさらに強かった と

思われ ます。

4戦 時中か ら戦後にかけての小菅
写真3:小 菅の風景(大 正末年頃)

1920年 の瑞穂村 の養蚕 農家 は350戸 あ りま した。

その後少 しずつ増 えてい き、1928年 に445戸 となりますが、その後 は減少傾向 とな り、1940に は341戸 に

なっています。製紙農家戸数 の方は一・貫 した資料が得 られないのですが、い くつかの資料 をつなげてみ

ると、1920年 か ら1940年 頃 まで240～260戸 の範囲で推移 した ように考 えられます。1940年 の工業統計で

は、瑞穂村 の製紙農家数 は239戸 、小菅 は36戸 となってい ます。和紙製造 をおこなっている農家 は、 自

作農 など集落内で上層 の農家が多 かったようで、農業 と製紙の組み合 わせは農家の生業 としては頑健 で

あったようです。

終戦後 の小 菅集落は どの ように変 わったで しょうか。まず、農地改革は どの ような影響 を与 えたで し

ょうか。農地改革の資料 を見 ると、農地を売 り渡 した集落内地主の数が9戸 、農地 を買 った農家(小 作

農)が55戸 、それ以外 の農家が25戸 、そ して非農家が9戸 あ りました。(1948年 末の数字 です。)買 い取

り平均面積 は17aで 、農地の所有 は平準化 されましたが、農業構造 を根本的 に変化 させた訳 ではあ りま

せん。1950年 頃の農業 と副業 を見 る限 り、戦争前の生業構造は何 らの変化 もな く維持 されています。例

えば、1950年 の小菅の製紙農家 は36戸 で1940年 と変 わってい ません。周辺地域 の工業化 も進 まず、多 く

の農家 は戦前の生業構造 を維持 し続 けました。

表1瑞 穂村 の産業別就業人口(1920年 、1930年)

総 数

1.農 業

2.水 産 業

3.鉱 業

4.工 業

5.商 業

6.交 通 業

7.公 務 ・自由業

9.家 事使 用 人

8.そ の他 の有 業者

10.無 業者

1920年

実数(人)

男

1,111

871

0

0

118

48

14

41

0

16

3

女

1,050

2

0

0

3

5

2

4

0

8

6

屡
0

つ
0

9
自

9
自

9

合計

2,161

1,823

0

0

151

73

16

45

0

44

9

構成比(%)

男

100.0

78.4

0.0

0.0

10.6

つ
0

つ
0

7
4

0

/
丁

9
0

4

1
⊥

つ
」

∩
U

-
⊥

∩
)

女

100.0

90.7

o.o

o.0

3.1

2.4

0.2

0.4

0.0

2.7

0.6

合計

100.0

84.4

o.o

o.0

7.0

3.4

0.7

2.1

0.0

2.0

0.4

1930年

実数(人)

男

1,146

949

1

2

91

40

7

49

7

0

女
5

9

0

1

7

8

0

6

4

0

(
ソ

9
自

9
臼

9
自

0
ゾ

0
ゾ

合計

2,141

1,878

1

3

118

68

7

55

11

0

構成比(%)

男

100.0

82.8

0.1

0.2

7.9

3.5

0.6

4.3

0.6

0.o

女

100.0

93.4

o.0

0.1

2.7

2.8

0.0

0.6

0.4

0.o

合計

100.0

87.7

0

1

5

2

3

6

5

0

0

0

5

3

0

2

0

0

国勢調査報告書による。
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5高 度成長と山村的生業構造の崩壊

小菅 に住んでいて、農 業以外の仕事で生計 を立ててい くとした らどの ような選択があったで しょうか。

第一の選択 は、村役場 の職員、農協 の職員、小 中学校 の教員 などになることですが、これ らは希少 な職

場で、数が限定 されていま した。第二 の選択 は、大工、屋根職(茅 屋根葺)、 炭焼、林業労働 など、地

元の需要によって成 り立つ仕事、あるいは地元の資源を活用す る仕事 に就 くことです。 これ らの選択肢

は農家兼業 とい う形で組み入 れることも可能で した。ただ、瑞穂地 区では工業化 は進 まなかったために、

工場で働 く、民 間企業で働 くとい う第三の選択肢 は、小菅 に住み続 ける限 り困難で した。

高度成長 はこれまでの生業構造 の前提 を大 き く換 えて しまい ます。

まず、農業 と冬期副業(特 に和紙製造)の 組 み合わせ は、農業 ・副業部 門と工業部 門との生産性格差

の出現で、若い世代 にとっては魅力 的なものではな くなって しまいました。 この当た りか ら山村 的生業

構造が崩れてい きます。第二の選択肢 も、建築業以外 のものは衰退産業 に変わっていきます。その結果、

安定 した兼業農家 を維持 してい くことも難 しくな ります。 さらに、都市部の労働市場が拡大 していった

ために、若い世代 は労働市場に登場 した時点で外へ と出ていって しまいます。

和紙生産農家 の数 をみ ると、1958年 には瑞穂 で200戸 を越 えていたのが、1970年 には50戸 を切 って し

まい ます。小 菅で は、1958年 には32戸 あったのが、1970年 には6戸 程度 に減 り、1993年 には最後 の1

戸 も廃業 します。'農業 センサスで農業の変化 を追 ってい くと、1970年 には小 菅の農家 は82戸 あったの

が、2000年 には38戸 まで減 っています。 また、農地面積 は、1970年 には4780aあ りましたが2000年 には

1742aに まで減っています。小菅の就業構成 も、1953年 には228人(81.7%)が 農業で働い ていたのが、

2000年 には28人(26.7%)に 減少 してい ます。生業構造 を支 えていた両輪、す なわち冬期副業 としての

和紙製造 と農業は、時間差 はあるものの、高度成長期以降にいずれ も衰退へ と向かっています。

6高 齢化と小家族化

最後 に、高度成長期の激変 によって、小 菅の世帯状態が どの ように変わって きたか を見 ましょう。

(以下の記述 は、2003年 に信州大学社会学研究室が行 った小菅集落調査 の渡邊勉助教授 による分析結果

を借 りています。)

小菅の世帯 の変化 を追ってい くと、2つ の重要 な変化の節 目があ ります。第一 は1950～1960年 代 の高

度成長期 に当た る時期で、転出者が増加 し、世帯規模が4～5人 に集 中してゆき、男性の比率が5割 を

割るようにな ります。第二 は1980年 前後 で、高齢化率が上昇 し、1～2人 の世帯が増 えています。最初

の変化 は、若者たちが勉学 と就職のために地域外 に出てい くという動 きによるもので しょう。 しか し、

この時期 は、 まだ世帯数はそれほど減 ってい ません。世帯の規模が大 きかった とい うこともあ り、世帯

維持 も可能で した。家に残 る人間もいました。 しか し、1980年 代になると、事情が変わって きます。子

どもたちが流 出して しまうと、後 に残 るのは両親だけにな り、高齢化 も急速 に進行 していきます。

図3は 国勢調査 の資料 によって、平均世帯規模 の変化 をグラフに した ものです。1980年 か ら平均 世帯

員 は一気 に減少 を続 けてい き、2000年 には2.8人 になっています。 もちろん、 この時期 は 日本全体 の平

均世帯規模 も縮小 しているのですが、小菅の場合には世帯数の減少 と高齢者 人ロ ・高齢者世帯 の増加 と

セ ットになって小家族化が進行 してい るとい うところが全国の平均状態 とは異 なる ところです。1980年

代以降、人ロの高齢化、高齢小家族化、世帯数の減少 と変化が進んで きま した。 この ことは集落の存続

に も大 きな影響 を与 えます。1973年 に、小菅の大祭 は毎年の開催 か ら3年 に1度 の開催 に変更 になって

います。 これまで見て きた人口 と世帯の変化 は、すでにこの時 に影響 を及ぼ していたわけです。

長い歴 史 を持 った集落が今後 も存続 してい くため には、若い世代 のUタ ー ン、1タ ー ンが必要 にな

って きます。そのためには小菅が若い世代 にとって生活で きる場所 になることが必要です。 そのために、
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もはや小菅だけでな く飯 山全体 で知恵 を出 し合 って、 この問題 に取 り組 む必要が あるで しょう。

図3小 菅の平均世帯員(1885～2000)
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第3章 信仰的世界

第1節 庭 とみどり

1大 聖院庭園

大聖院庭園は小菅では最 も大 きな庭 園であ り、 さらに、最 も古 くか らあった庭 園の一・つ と考 え られ ま

す。元隆寺大聖院は、かつて、小菅の中心 をなす寺院で した。小 菅神社奥社へ と向か う石段 の始 ま りに

立つ鳥居の右側 にあ ります。 この敷地 には護摩堂があ り、かつて大聖院の建物のが建 て られていた跡地

があ ります。そ して池 を中心 とした庭 園があるのです。これか ら庭 の様子 を説明 しましょう。

平成15年 に池 を中心 に測量 しま した。それが図1で す。その後、池の北 にあるスギ を2本 伐採 した り、

斜面 の下草や低木 を刈 りは らった り、 また池 の中島に生 えていた木 も、かつて無か った ものは切 り取 っ

た りしました。 この点だけが、 この図 と異なるところです。

庭 園はほぼ平 地 にあ り、東側 は急 な斜面 とな

っています。中心 にある池 は斜面沿いに長 く伸び、

南北約28m、 東西は最大で約15mあ ります。北東

に滝が 落ち、池 の反対 側 の護岸 には礼拝石 がお

かれています。滝 を拝 むので しょう。池の護岸 に

は石が巡 らされてい ます。池の北東 に位置する滝

の石組みは大ぶ りの石 により組 まれてお り(写 真

1)、 その周辺 の護岸 には大 きな石 が用 い られて

います。それに対 して西側 の護岸 には、小ぶ りの

石が用い られています。後年の改修 によるもので

しょう。 また、池の南 では大ぶ りの石 や、動かす

ことがで きない大 きな岩があ ります。岩 はもとも

とあったのを活用 したので しょう。

写真1滝 の石組

水 の流れですが、斜面の上か ら滝の上 までパイプで水が流 され、滝 となって池 に入 ります。池 か らの

水の出口は、池 の南端 にあ ります。 ここか ら、大聖院の建物跡地に沿って護摩堂の前 を南 にまっす ぐ伸

びる堀へ と水が流れ出るのです。

この庭園には大 きな木があ ります。池の北側 に

はスギが多 くあ り、 カツラやケヤキ も、本数は少

ないですが、あ ります。 また池の護岸沿いには大

きなモ ミジがあ り、池の上に枝 を大 き く張 り出し

ています(写 真2)。 この姿 は秀逸 であ り、秋の

紅葉の季節 には日に美 しく映えるので しょう。池

の東側斜面にはスギ、モ ミ、 カツラ、モ ミジ、サ

クラ、ホオノキな どがある り、池 の背後の樹林 を

形成 してい ます。一方、池の西側 には、 イヌツゲ、

ハ ギ、カエデ、サッキなどの低木が植 えてあ りま

す。

作庭 当初 か らの木があるか どうかですが、仮 に 写真2護 岸沿いのモ ミジ
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図面名称小菅大聖院庭園実測図

縮尺1:200実 測目 平成15年8月

実測者 信州大学農学部造園学研究室
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庭 園の成立が護摩堂建立以前 と考 えるな ら、すでに250年 以上が経過 しています。 そ うす る と、当初 の

木はすでに巨樹や老木 となっているはず なのです。その ような古木 はないので、作庭当初か らの樹木 は

ないと考 えられ ます。

次 に石組 みですが、 まず滝石組みがあ ります。現在 は池の水面 に一・筋の水 となって落ちてい ますが、

もともとは積 まれた石 を一段___.段と水がおちる滝ではなかったか と思われ ます。 しか し現在で は、段 を

なす石 は向かって左側が落 ちるように傾いてお り、その両側に石のいずれ もが傾 いて しまってい ます。

池 には中島が2島 あ ります(写 真3、4)。 二つの島 とい うと、鶴 島と亀 島の組 み合 わせが有名です。

片方の島には亀の頭や手足 の石 を起 き、 もう片方の島には石 を立てた り松 を植 えてツルの羽 を形 どるも

のです。そ う見 えない こともあ りませ ん。

写真3島1写 真4島2

ところで、 この庭園には謎がい くつかあ ります。最初 の謎は、護摩堂です。何か というと、庭 園 とこ

の建物がそ ぐわない ことです。護摩堂 の建物 の内

部か らは庭園が見 えませ ん。つ まり、庭 園と建物

が別々にあるのです。一般的には、建物 と無 関係

に、建物 を考慮 しないで、庭園 を造 ることはまず

あ りませ ん。 よって、護摩堂の建立 は江戸時代中

頃の寛延3年(1750)な ので、それ以前 にこの庭

園が造 られていたと推察 されます。

また、別の謎が生 まれています。平成15年 に地

元の方々に草取 りをしていただいた時、石垣が崩

れた跡が発見 され ました。場所 は護摩堂の裏側 の

鳥居 よりの ところです。鳥居付近か ら南側 に、南

北に延 びていま した。現在 の大聖院の敷地の入 り

口はずいぶん南側にあ り、鳥居がある中心の道か

らはいる入 り口があ りませ ん。 この石垣跡が敷地

へのかつての入 り口の一・部 を構成 していた可能性

があ ります。今後の調査が待 たれる ところです。

石 についての謎 もあ ります。高 さがゆ うに2m

を超 える大 きな長い石 が池の東側斜面の中腹 にま

っす ぐに立て られてい ます(写 真5)。 意図的に

この石 を立 てた ことは明 らかなのですが、この大 写真5立 石(樹 木の後ろ)
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石 を立てた理由や、 どうしてこの場所 に立 てたのか という点については、何 もわか りませ ん・

また、池の北側 にい くつかの大石があ りますが、大 きい ものは長 さ3m、 幅2mに もな ります・ この

ような石が4個 以上あ り、 しか も無造作 に置かれてい るように見 えます。かつて池 の北側 に何かが あ り・

その名残 りで ある可能性 もあ りますが、謎です。

この庭園は小 さな庭 園ではあ りませ ん。京都 の名 園とは比較 できませんが、集落 の庭 園 としては規模

が大 きく、 また大石 も用 いてい ます。集落 を越 えた、 もっ と広 い地域 における信仰 の中心地 として整 え

られた と想定す るのが、 この庭 園成立にふ さわ しく思われます。

2民 家 の庭

昨年、小菅で民家 の庭 を、全部で67軒 、実際に訪れて調査 しま した。その特徴 ですが・ ほ とん どの家

で母屋の前 に何 もない平地 をつ くっていることが あげ られます。それは、かつて農作業の場所 として使

った作業庭です。二つ 目は菜 園を持 ち、熱心 に野菜 を育てていることです。また、敷地の入 り口な どに

花 を植 えている場合 も多 く見 られ ました。

作業庭は現在 は駐車場 として使われていた り、 あるいは豆 などの農作物 を干す場所 として使われてい

ます。菜園ですが、作付 け した野菜を聞 くと、数が多 いのです。その理 由は、 自分 の家で食べ る野菜 は

自分でつ くるのが基本 ということによります。果樹ですが、多 く見 られたのはカキです・昔か らある木

といえます。次 に多 く見 られたのがブ ドウとクリで、数は少 ないのですが、キウイやブルーベ リー・ プ

ラム もあ りました。

小菅集落 には水路が巡 り、かつては飲み水 を供給 していました。61戸 で池 を持 ってい ます・池の形 は・

四方形 が多 く見 られ ます。基本 といえ ます。 コンクリー ト製の実用 的な作 りであるこ とは明 らかであ

す。水深 は、40cmか ら50cmが 多い ようです。現在の利用 ですが、冬 の消雪が多 く、農具 を洗 うのに池の

水 を使 うことも多いのです。 また3割 の家では魚(特 にコイ)を 飼 っています。 さらに・野菜 を洗 った

り、夏 には飲み物 などを冷やすのに池 を利用 した

り、花壇に水 をやった りと、まだ まだこの水 を生

活 に利用 しています。

このような形態は昔か ら存続 して きた農村 の庭

そのものです。 このような、あま り作 り込まれて

いない庭が多 い小菅では、 日本 の伝統的な農村風

景を維持 して きた ことが明 らかなのです。

3み どりと水路

今度は集落全体のみ ど りを考えてみましょう。

例えば、空か ら小菅を見た とします。集落の周囲

の山は森 で覆われ、森 に挟 まるように、集落 と田

畑があ ります。

集落の中心の道路ですが、東西に延びています。

東 には山々が連な り、西 を見下 ろす と、千曲川左

岸 の山々の上 に妙高山が見 えます(写 真6)。 妙

高 山に向かって道がのびています。かつては道が

もっと狭 く、家屋が道に接するように張 り出 して

いましたが、現在 では拡幅 され、庭の樹木や花が

道 を彩 っています。 写真6妙 高山を望む
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農村風景の代表的な木であるカキ とクリですが、

減少 しています。景観的 には、赤 くなったカキの

実が木 になっている姿 は農村の秋 を彩 る代表的な

風物詩なのですが、カキの木がある家では、実を

とらない と落ちてべたべた し、やっかいなものに

なるのです。

小菅 を流れる水路ですが、 ほとん どの住宅で庭

に水路が通 ってお り、棚 田に も当然 なが ら水 が流

れています。それ らが整然 と二系統 に分かれてい

るのではな く、一・体化 したままであることが小菅

の特徴です。

調査結果 を図2に 示 しました。棚 田を詳細 に記

した大 きな地図が な く、水路 も複雑であ り、 さら

に未調査や未確認の部分 も残 されてい ます。完成

図で はない こ とを念頭 におい て くだ さい。図 に

は水路が実践で、住宅 の池が黒丸で示 しています。

石積みの水路 を太線で示 しま した。図を見てす ぐ

に気がつ くのは、水 が集落や農地 を網の 目の よう

に流れていることです。そ して集落の南 に広が る

棚 田では、 ほとんどの水路が昔なが らの石積みの

ままである ことがわか ります(写 真7)。 棚 田 も

石垣 で成 り立 ってお り(写 真8)、 景観 はすば ら

しい ものです。

以上のことか ら、昔か らの水路網が全体 的に保

全 されていると考 えられ ます。そこに貴重な価値

があるのです。

4土 地利用

この百年 間の土地利用 を調 べてみ ま した。用

いたのは1894年(明 治27)に 作成 された地籍図 と

1990年(平 成2)に 測量 された飯山基本 図、そ し

て現況を調べ ました。その結果 を示 したのが、第

2巻 第4章 図4-1で す。

その結果ですが、大 きな変化 はあま り見 られま

せ ん。集落の道路は変わ りませ んし、社寺や住宅

地 も変 わ りませ ん。ただ、道路が拡幅 された り、

かつて住宅があった場所 に木が植 え られた りして

いる程度です。

農地 に関 してですが、水 田は集落 の下 の方で

は圃場整備 され、一枚一・枚が大 きくなっています。

その結果、減反の影響 もあ るで しょうが、数は減

少 してい ます。南竜湖は明治時代 には田 として利
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用 されていま したが、現在 は湿地 です。 また、水

路のそばにある田やす ぐ近 くで湧水がわいている

ような田がな くなってい ます。水路 に流 れる水が、

田に入れるには冷たす ぎるこ とか ら、田ではな く

なったと考え られ ます。畑 も減少 してい ますが、

大 きな減少ではあ りませ ん。

山林は、一 カ所 をのぞいて、大 ぎな変化 はあ り

ません。変化 したのは、集落の上手の小 菅神社奥

社 に向か う参道入 り口に鳥居があ り、そ こか ら石

段が始 りますが、その石段沿いです。 聞き取 りを

しました ら、かつては牛馬 などのために使 う茅 を

採取する茅場であった とか、炭焼 き小屋があった
写真8石 積みの棚田

という話 をうかがいました。畑 となっていた とい う話 もお聞 きしました。おそ らく戦後の拡大造林期 に

スギが植 えられ、今の ように参道沿いに広がるスギ林が造 られた と考 えられます。

この ように、小 菅の特徴 は土地利用 の変化があま りない ことであ り、それはす なわち、 明治時代 に見

られた、 ひょっ とした らそれ以前か らの農村 の姿がかな り残 っている とい うことなのです 。

5祭 りと年中行事

小菅で行われている祭 りや年中行事 を、植物 との関係 とい う視点か ら調査いた しました。主 なものを

取 り出してまとめたのが、第2巻 第4章 表5-4(1)(2)で す。

一番大 きな祭 りは柱松柴燈神事であ り、三年 に一度、7月 中旬 に行 われてい ます。かつては毎年行 わ

れていました。2004年(平 成16)の 場合 ですが、7月17日(土)と18日(日)に 行われ ました。

準備か ら説明 します と、7月6日(火)に ヤマ

ブ ドウの蔓取 りがお こなわれ ました。ヤマブ ドウ
そ だ

の蔓は、粗朶(雑 木)を 束ね、柱松 を作 るために、

そ して柱松 を四方か ら引っ張 り、立ててお くため

に、使 われ ます。採取場所 は小菅ではな く、野沢

温 泉村 前坂 区です。献 納 される ことになってい

ます。毎回異 なる山林で採取 されるのですが、今

回は葦谷地の私有林 で した。採取量 には決 まりは

あ りませ ん。立派な蔓 を10本 ぐらい採取 しました

(写真9)。 過去 の経験か ら量 を把握 しているよう

です。
与具 》 仕松 乞果狙 るノ トワの受

7月11日(日)に は番屋普請が行われました。

朝 は清掃 です。集落の入 り口の仁王 門付近、小菅神社里宮 や講堂付近、大聖院、奥社への参道がその対

象地です。特 に参道では、石段やその両側の草 を刈 ってい きます。大聖院は庭園 もきれい に雑草が抜か

れていました。清掃 が終わったら、粗朶伐 りです。柱松 に使 う雑木 を伐 って くるのです。一戸 につ き粗

朶一・束 を集 めるのが基本です。北竜湖周辺 にある共有林や社寺林、あるいは私有林で伐っています・粗

朶 は柱松 を立てる講堂前 に集め られます。午後 は柱松づ くりです。集めた粗朶 を束ね、大 きな柱松 を2
かみ しも

本作 り、立て るのです(写 真10)。 上 と下 と呼ばれます。 また同時 に、 この神事の時に御 輿 を置 く御旅

所 には入 り口以外 の三方 にケヤキの枝が壁 をなす ように張 りつけ られ ます。集落の中心道路沿いにある

ケヤキか ら枝 を切 って きます。 これで準備 は終了です。
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7月17日(土)か ら祭 りです。午前 中には大聖

院にある護摩堂でススキの穂 を束ねて尾花 を作 り

ます した。各家庭 が前年8月 の御射山祭 りで刈 り

取 り、神棚に上 げていた もの を集めて作 るのです。

柱松の上 に置 き、火 をつけるための ものです。そ

して、午後3時 には大聖院庭園の池 にある礼拝石

の ところで松神子 に選 ばれた子供2人 の喫 ぎが神

主によ り行われました。その後松神子 は山中にあ

る奥社 に一 晩 こ もります。夜 には夜 宮祇 園行 列

があ りました。講堂前祭式場か ら里宮 に向か うの

ですが、注連切 りがあ ります。猿 田彦が鳥居前で、

束ねたアサを松 明 として火 をつけて舞 を始め、鳥
10真写 松柱

居 に張 られた注連縄 を焼 き切 ります。行列が里宮 につ き、神事 が行われ、イチイを用いた玉串 を神前 に

納める とお しまいです。

翌18日(日)の 朝 には、松神子 を補助す る松子

若衆12人 が大聖院庭園の滝で 自ら喫 ぎを行い ます

した。その後、若衆 は松榊 を作 ります。庭園 にあ

るカツ ラの枝 を切 り、護摩 堂で赤 と白の御 幣 を

つけるのです。次に護摩堂横 で奥社付近にあ るブ

ナ林か ら採取 したブナを焼いて炭に し、火 口を作

ります。松榊 も火口も、柱松 の上にお くものです。

その後 も神事が続 きますが、池のほ とりにあ るイ

ヌツゲの枝 を切 って榊 とします。午後3時 か ら柱

松行列が護摩堂か ら始 まり、講堂前 に着 くと、柱

松 を使 った神事が始 ま ります。火打 ち石 を持った

松神子がそれぞれ柱松 に登 り、上で待ちかまえて

いた松子がその火打 ち石 を受け取 り、用意 された

火 口 と尾花 に火 をつ けるのです(写 真11)。 火 を

つけ、降 りてか ら柱 を倒 し、松神子が走 り、先 に

休み石 に着いた方が勝ちです。上が勝てば天下泰

平、下が勝てば五穀豊穣 です。そのあと、御神輿

が里宮に戻 り、祭 りが終了 します。

この ように、柱松柴燈神事 には小菅の集落やそ
写真11柱 松の点火

の周辺にあ る植物が大 き く関わっているのです。 さらにその関わ りは、小菅 とその周辺に意味 を与 えて

いる、 と言い直 して もよいのです。

小菅には他 に も祭 りがあ ります。新年 を迎 える元旦祭には、玉串 としてイチイが用い られ、松飾 りも

鳥居 などに飾 られます。イチイの玉串は各いろいろな祭 りでつかわれます。2月11日 のお 日待 ち と建 国

祭でも、五穀豊穣 を祈願す る4月15日 の春祭 りでも同様 です。5月23日 に行われた斉田祭 は田植 えの祭

りですが、宮司が所有す る田の一角 を竹で囲って行 います(写 真12)。 収穫 を感謝す る秋祭 りは11月24

日に行われ、年末の12月29日 には大祓が行 われます。

これ らの祭 りには五穀豊穣 を祈願す るな ど農業 とかかわ り合 いが深い祭 りが多 く見 られ ます。

次 に、家庭 で行われる年 中行事ですが、元旦 に始ま り年 と りに終 わるなど、た くさんあ りました。 も
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う行 われていず、記録 にしか残っていないもの も

あ りましたが、現在行われているものの一部を第

2巻 第4章 表5-5に 示 しています。紹介 します

と、1月14日 に行われるものづ くりは米 の団子 を

作 る行事です。米粉 を用いて、 まゆ、豆、 カボチ

ャな どを形取 った団子 を作 り、団子の木 と呼ばれ

るミズキにさしてお くのです。1月15日 には道祖

神が行われます。小 菅では男 の子の生 まれた家が

芯木 となる5、6本 の木 を出す習慣があったそう

ですが、今で はな くな りました。スギを芯木 とし

て構成 し、 しめ松、イモ類、豆が らなどで覆 うの

です が、現在 で は主 に稲 わ らが使 われてい ます

(写真13)。 今年は柱松柴燈神事で柱松 に使われた

粗朶 も用い られていました。道祖神が燃えたあ と

に焼いた餅や 団子 を食べ ると病気 にな らない とい

われてい ます。2月12日 の山の神祭 りは山の仕事

をしている人 たちが集 まり、山の神様へ御神酒 を

供 えて山仕事 の無事 を祈 る行事です。5月4日 に

は宵節句がお こなわれ ます。 ショウブとモグサを

戸 間ロや軒端 にさすのですが、これは蛇が家の中

に入ってこないようにするお まじないです。 また、

この 日に菖蒲湯 にはい ると、山に入って も蛇や毒

虫にかまれないと言 われてい ます。8月 のお盆 で

すが、迎 え盆 ではハ ギやススキを山か らとって き

て仏 前 に供 え ます。迎 え火 は門先 で麦や稲 わ ら

に火 をつけます。送 り盆で も同 じように送 り火 を

た きます。年 の暮 れには松飾 りを作 ります(写 真

14)。 マツを とって くる場所 は決 まってい ません。

年中行事 にはさまざまの ものがあ ります。そ し

てさまざまな ものが使われています。農業 に関わ

る もの、山に関わる もの、生活 に関す るもの、祖

先 を敬 う信仰 など、性格 はいろいろとあ ります。

写真12斉 田祭

写真13道 祖神

このように、集落中で、集落のいろいろな祭 りや家庭で行われているさまざまな年 中行事が継続 され

てい ることが、小 菅の持つ魅力 なのです。

6み どりの景観

小菅全体 を振 り返 ってみます と、み ど り豊 かな集落 といえます。そ こには森 のみ どり、農地のみ ど

りがあ り、 また社寺境内のみ どりや民家 の庭 のみ どりがあ ります。大聖院には古 くか らあ る庭園が残 り、

古い建物が多 い民家 には、農村 らしい作業庭や菜園があ ります。そこには、カキやクリが植 えられ、ま

た集落の ところどころにはスギや クルミなどの高木が見えるのです。

農地ですが、棚 田があ ります。現在では、畑地 として使われている区画 もあ ります。棚 田を造 ってい

る石垣 は空積 みで、昔の ままであ り、石垣沿いにはすぼ りで掘 られ、石 を両側 に積 まれた水路が走って
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います。昔 なが らの景観です。

そこでは、住民の生活が息吹いてお り、古 くか

らある祭 りや年 中行事 を行 い続けてい ます。そ し

てこの景観 を保 ち続けているのです。

昔なが らの景観、 日本の農村の伝統的 といえる

景観がこれほどまとめて残っている ところは、そ

う多 くはあ りませ ん。 この良 さ、 このすば らしさ

は、かけがいのないものなのです。

(信州大学農学部教授 佐 々木邦博:)

写真14神 社鳥居の松飾 り
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第2節 建造物

1社 寺建築総論

1)社 寺 にさ きだつい となみ

小 菅は、はるか西方 に妙高 山をみて千曲川へ くだる急 な斜 面に立地 し、南、東、北が森林 でかこわれ、

集落 より下に田がひろがってい ます。特徴 的な立地 をみせ るこの小 菅にて、社寺建築 をかんがえてい き

ます。その際、現在 に遺存 している建築遺構 を正確 に把握す るとともに、過去に建立 された ときの姿 を

把握する必要があるで しょう。 さらにはそれ以前 に存立 していたか もしれない前身建物 を考察す る必要

があ るで しょう。す なわち、現在 につたえられた建築遺構 は、過去につ くられ、現在 まで維持管理 され

て きた建築です。 こので きた建築の姿 を的確 にとらえるとともに、で きた建築にさきだつい となみ をと

らえる必要があ ります。 このい となみは、建築がで きゆ く途上でみ られ、建築がで きた後 につづ くで し

ょう。

いとなみの一つが、 自然への畏敬です。森 ・川 ・石は古来 より神 がよ りつ きや どる場所 で した。 自然

へ の畏敬があって、それ に対応す る具体的な場所がで き、その場所 に応 じる形 で信仰 にもとつ く建 築は

つ くられはじめた、 とい えます。建築がで きるより前か らあった自然への畏敬 は建築がで きてい く過程

で も建築がで きた後 にもつづ くで しょう。この ような信仰の もとにできた建築 は、 自然 と対立 してみつ

か らを誇示するのではな く、 自然 にとけこむ姿であったで しょう。その姿 は現在の宗教建築 がお りなす

景観か らも推察することができます。

いとなみの もう一・つが、 日々の生活 とい う、人々の くらしです。社寺建築は神 と仏のための建物で、

原初的には入のための空間がふ くまれていません。 しか し、人が これ をつ くるのですか ら、人々の くら

しが なりたっていなければ、宗教建築 はそ もそ もたつ ことがないで しょう。 とはいえ、社寺建築 は神 と

仏 の空間です か ら、神や仏 のための建物ができた場所 のす ぐちか くに、人のための建物が ともな う、 と

い うわけではあ りません。実際、奥社 は修験 にもとつ く建築 ですが、そのまわ りに人のための建物 とし

て民家が ひろが っているわけではな く、オカリヤ(史 料 によれば御供所)が 一・つあるのみです。 この よ

うに、宗教建 築 は、人々に よってつ くられるにもかかわ らず、人々の居住地がそれに近接 していな くて

もよいのです。

自然への畏敬 と人々の くらしとい う二つのい となみが小菅の社寺建築 にさきだっていた、 とい えます。

逆 に、 自然へ の畏敬 と人々の くらしが小菅の社寺建築 をうみだ していった、 ともいえます。そ して、 こ

れ らのい となみは、社寺がで きた後 も建築の姿 をささえて きた、 といえます。

社寺建築ができるにさきだついとなみ として、 この二つのほかに、宗教 的ないとなみをかんがえる必

要があるで しょう。 このい となみの一・つは、 自然へ の畏敬か ら発 した もので、 日常的な生活 にながれ こ

んでい きました。 これが神道の信仰世界 です。 このい となみの もう一つは、 自然へ の畏敬か ら発 したの

ではあ りませ んが、 日常 的な生活 にながれこんでい きました。これは仏教の信仰世界です。 この二つの

い となみ は、現実には、はなか らたがいにい りまじっていて、神仏習合 とよばれ る信仰世界 を形成 し、

明治維新期 の神仏分離 まで、その姿がた もたれます。小菅の社寺建築 をかんが えてい く上で は、神 道の

信仰世界 にちかい もの として、小菅が修験の里 とよばれるように、修験 とい う宗教的ない となみをとら

えてい く必要があるで しょう。同時に、大聖院が神仏分離 まで もってお り、現在、菩提院 にてた もたれ

ている仏教式 の什器や、講堂のなかの仏教彫刻 をふまえつつ、修験道 とのかかわ りのなかか ら仏教 の信

仰世界 をとらえてい く必要があ ります。

2)修 験の信仰世界 と護摩 堂

この修験 に対応す る建築遺構が奥社 と護摩堂です。 とくに護摩堂 は、近世のおお きい建物 で、寛延3
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年(1750)の 建立 とされています。その内陣 には護摩 をたいた護摩壇の跡 とお もわれる痕跡がわずか な

が らの こってい ます。 また、そ の上 は天井 が と りは らわれてい ます。 この二点 と、 この建 物がそ もそ

も護摩堂 とよばれて きた点か ら、護摩堂のなかで護摩が実際にたかれた可能性が想定 され ます。 しか し、

今回の調査でその確証 をえることはで きませんで した。

一般 に、護摩 をた くとい う行為 は修験道の場合、かな らず しも建物 をともなわないこ とが指摘 されて

い ます(福 島邦夫分筆 「護摩」、宮家準編 『修験 道辞典』東京 堂出版、1986年 、130-131頁 引用)。 実際、

屋外での護摩 として、大峰山の小篠宿跡 にて護摩壇 を測量調査 した報告 もあ ります(小 澤 毅 ・入倉徳裕

「小篠宿跡の測量調査」、奈 良山岳遺跡研 究会 『大峰 山岳信仰遺跡 の調査研 究』 由良大和古代文化研 究

協会、31-40頁 、2003年6月)。 また、京都の吉 田宮にて護摩壇 をえが く配置図をしめ した研究 もあ りま

す(宮 家準 「吉 田神道 と修験道一大元宮 と柱源 ・柱松 を中心 に一」、 『国学院雑誌』104-11、130-146頁 、

2003年11月)。 小篠宿跡の場合、三問二間の入母屋 の行者堂 という建物の前 に15×6.5メ ー トルの木柵で

か こわれた円形 の護摩壇が看取 されてお り、 この護摩壇に屋根 はあ りません。吉田宮の場合 、楼 門 と中

門との間に護摩壇があ り、 『都名所図絵』 をみ ると、 この護摩壇 に屋根 はあ りません。

小菅の場合、今 回の調査で護摩所 とい う言葉 をしる した資料 を二つ確認 しま した。 ひとつ は、「信濃

高井郡小菅 山元隆寺之図永禄九年」(以 下、永禄 九年絵 図)で 、東側 のか な り山ぶかい ところに、「護

　所」 とい う文字がみえます。その付近 に建物 が二つ ほど、 えがかれてい ます。 もうひとつ は、「飯 山

市字境図」 とい う地図です。そ こには、二の鳥居 と千曲川 の間に、「護摩所」 とい う字名が しるされて

い ます(『 第2巻 小菅総合調査 ・研究編』 の第3章 「小菅 をはか る ・お しはかる」所収)。 この ように、

護摩堂 とい う建物のほか に護摩所 とい う場所が確認 されます。護摩所 は、屋外 で護摩がたかれる場所で、

近世 に建立 された護摩堂に さきだつ、修験道独 自のい となみに対応す る、 とかんがえ られます。 これは、

で きた建物 にさ きだつ宗教 的ない となみの一例です。

現在 の護摩堂がたつ土地には、かつて大聖院がたってお り、現在で も庭園が あ ります。 この土地 の西

側 には近世に造成 された という石積みが立派 な土留擁壁 になっています。 この庭園は自然石で くまれた

池に清水 をたたえています。問題 は、 この庭園 と護摩 堂 との配置に調和がみ られない点にあ ります。一

般に、当初か らであれ、増改築 であれ、建物 と庭 は一体的です。 しか し、 ここではまとま りのある風景

をみいだす ことはで きませ ん。

この庭園について、「例 えば護摩堂 を建立 した際にで も、池などが改修 された可能性 はおお いにある」

という指摘 を佐 々木邦博氏 がなされています(『 信州大学 ・飯 山市連携 飯 山市小菅総合研 究 シンポジ

ウムー成果 の総合化及 び市民 との共有 をめざ して一』2004年9月25日 、31頁 参照)。 しか し、庭 園の姿

が変容す るとして も、現在の護摩堂の配置がむか しか らの姿であると判断す るか ぎり、やは り庭 園 と護

摩堂は調和 してお りませ ん。そこで、屋外でおこなわれる とい う、修験道独 自の採燈護摩 を念頭 にお く

と、現在の護摩堂にさきだつ姿 を仮説的に想定す ることがで きます。すなわち、現在の護摩堂のたつあ

た りでは、かつては、屋根 をともなわない護摩壇があって、そのす ぐちか くにちい さい堂が あって、そ

れ らの脇に庭園があった、 という姿です。

他方、寛延3年 建立の護摩堂がおお きい建物である点に注 目する必要があるで しょう。 この姿 を理解
こんどう ほんどう

す るために、金堂 と本堂 の差異 について、のべ ます。金堂 は古代寺 院にみ られた仏のためだ けの空間で
らいどう ならびどう

す。その後、金堂の前に礼堂が とりついた双堂の形 にな り、人のための空間がつけ くわえられ ます。つ

ま り、金堂の前面に礼堂が増築 された礼堂付加 という形 にな ります。最終的には、一・つの屋根 に仏の空

間と人の空 間をあわせ もつ本堂が成立 します。近世 になれば、すこぶるおお きい本堂があ らわれ ます。

原初 的に、お そ らく、護摩堂がたつ土地 には、人 のための空 間を ともなわず に、修験 のためだけの

構築 物があったので しょう。そ して、徐々に人のための空間を付加 してい くという必要性が たか まって

いった結果、寛延3年 には、現在 に遺存する姿の、おお くの人々をその内側 につつみこむこ とがで きる、
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おおきい建築 空間が成立 した、 とい えます。

現在 の護摩堂は隣i接す る庭園 と調和 していません。 しか し、修験道独 自の採燈護摩 をその前 の状態 に

想定 し、護摩壇 と小規模 な堂 を仮説的に想定すれば、庭 園との とりあいが説明で きます。 とはい え、 こ

の仮説はあ くまで仮説ですので、今後 の検討 にゆだね られ るべ きことは当然 です。 もし、 この想定がた

だ しければ、現在 の護摩堂 は、人 々の くらしとい うい となみが、修験道のい となみを凌駕 していった結

果である、 と解釈す ることがで きるで しょう。

3)仏 教的信仰世界 と講堂

修験道のほかに、 もうひ とつ注 目しなければな らないのが、仏教 的ない となみです。実際、小菅 は神

仏習合 の地 として、神道的要素 と仏教 的要素が混在 してい ます。ただ、明治初頭の神仏分離や廃仏殿釈

によって、仏教的要素があま りのこってい ません。 とはいえ、菩提 院には大聖院にあった仏 式の什器 が

多数保存 されています。 また、講堂 にはおおきい仏像が安置 されています。 さらに、現在 の馬頭観音堂

には江戸時代制作 の馬頭観音坐像が二体、安置 されています。 もう一体 の馬頭観音坐像は、旧観音堂の

本尊 といわれてお り、平安後期 の制作 との調査結果 をえています(元 興寺文化財研究所 『中近世の地方

山岳信仰 に関す る調査研 究報告書』元興寺文化財研究所、2004年3月 、36頁)。 馬頭観音 坐像 は、神が

よりつ きや どる森 ・川 ・石 といった、 自然への畏敬 か ら発 した神道系統 とい うよ りも、観音信仰 にもと

つ く仏教系統である、 と位置づ けるべ きで しょう。 この場合、馬頭観音坐像 は、観音信仰 とい う宗教的

い となみ をうけて、小菅の しかるべ き場所 に安置 されていた、 と想定 されます。 この ように、小 菅では、

宗教建築 にさきだつい となみ として、観音信仰 をとりあげることがで きるのです。

この観音信仰 につい て、原田和彦氏が興味ぶかい仮説 を提 唱 されています。原 田和彦 「北信濃 にお

ける観音像」(『市誌研究 ながの』9、25-34頁 、2002年1月)に お ける指摘 は、第一に、北信濃 の平安

時代制作 の観音像が 「標高五〇〇メー トルに立地 している」 こと、 第二 に、「古代 にさか のぼる観音像

を現在 に伝 える寺院の中 には、文献資料 な どか ら明 らかに古代 には存在 していた と想定 で きる寺 院が

ある」こ と、 第三 に、 「北信濃の こうした寺院にあっては、水源 に近い場所 に立地 してい る例が多 く見

られ る」 こと、その拠 り所が山林寺 院であること、第四に、「地方仏教や古代仏教 におけ る重要 な要 因

……は 「山林修業」である」 こと、第五 に、「九～十世紀 において集落の立地が平坦部か ら丘陵部へ移

った」 ことな どか らなってい ます。 この論点は、長野市 に即 してふかめ られ、原田和彦 「長野市の観

音霊場一清水 寺 ・長谷寺の例 として一」(笹 本正治編 『山をめ ぐる信仰史の研究』高志書院、27-53頁 、

2003年3月)に て、敷術 されています。

つ ぎに、観音信仰 に関する原田氏の論点 を、小菅 に即 して敷術 したのが、山本義孝 「山岳修験 のルー

ツをさぐる」(笹 本正治監修 ・長野県飯 山市編集 『修験 の里 奥信濃小菅 修験道 と飯山』 ほおず き書籍、

101-132頁 、2003年9月)と いえます。 ここで山本氏 は、「私 は、小菅は里山に設け られた 山岳密教:寺院

として平安時代前期 頃に成立 したのではないか と考 えてい ます」 とのべ、原田氏 の研究 に言及 しました。

そ して、「原田 さんが指摘 した里 山の観音信仰の聖地 という点 を考慮するならば、小 菅山は学問僧 が支

配する天台系 の山岳密教寺 院として始 ま り、その一山の中に修験者が含 まれていた と考えたほ うが良い

ように思い ます」、 とのべ られました。

平安後期 の制作 とされ る馬頭観音坐像 は、「加耶吉利観音堂之本尊」 とされます(小 菅神社所蔵 「小

菅山奥院以来修復記録弄馬頭観音由来」、重要文化財小菅神社奥社本殿修理委員会編集 『重 要文化財小

菅神社奥社本殿修理工事報告書』同、1968年3月 所収)。 「加耶吉利観音堂」は、馬頭観音堂 の前身です。

また、長野県宝 に指定 されている板絵著色観音三十三身図は、応永12年(1405)の 墨書 を もち、かつて

「加耶吉利観音堂」 にあった とつたえられています。 この板絵著色観音三十三身図 と同様 の図が奈良の

長谷寺 の内々陣の壁 に配されていました。規模 はことな りますが、 その姿 をとらえた古写真(甲 田弘明

氏提供)と 『重要文化 財 長谷寺本堂調査報告書』(奈 良文化財研究所、2004年3月 、本堂 は現在 国宝)
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の しめす平面図 をもとに、 この堂の平面 を復 元するこ とがで きます(『 第2巻 小 菅総合調査 ・研 究編』

の第3章 「小菅 をはかる ・お しはか る」所収、 図A)。 この堂 は、奥社へいたる参道の途 中に立地 して

いました。

以上に しる した ように、小菅 におけるい となみ として、 自然への畏敬 と日常的な くらしをかんが える

必要があ ります。また、宗教 的ない となみ として、修験 の信仰 と観音の信仰 を くわえる必要があ ります。

宗教的ない となみは、時代のながれ とともに、おお き く変容 し、それに応 じて、建物の姿 も変容 してい

った、 とかんがえ られ ます。対 して、 自然への畏敬 と日常的な くらしは、時代 のなかをながれつづけて

きた根幹 といえ、建物 の姿 を今 日につたえて きた原動力 であった、 といえましょう。 これ らのい となみ

を念頭 にお きつつ、小 菅の社寺建築 を理解 して まい ります。

2社 寺建築各論一建物 とその周辺一

以下では、小 菅の社寺建築 に注 目し、その周辺 をふ くめて、建築お よび周辺環境 の特徴 を しるし、社

寺建築 に対 して総合的な判断をこころみ ます。では、一・の鳥居 と二の鳥居、仁王門周辺、里宮 とその参

道、講堂周辺、菩提院、馬頭観音堂、護摩堂 ・大聖院庭園 ・大聖 院、奥社入 口、奥社、の順でのべ てい

きます。

1)___.の 鳥居 と二の鳥居

小菅へ はいる最初の入 口が一 の鳥居 にあた ります。千曲川 の左岸 にあ ります。現在 では鉄橋 をわた

ります。千 曲川の右岸 につ き、すこ しのぼ りつ めてい くと、二の鳥居があ ります。今回の調査 で、 この

二の鳥居 と千曲川右岸 との問に護摩所 としるされた字名 をもつ土地 を確認 した ことは貴重な発見で した。

すでにふれた ように、この字名の とお り、 この土地が護摩 をた く場所 であったのであれば、二 の鳥居 に

はいるまえに、屋外 で護摩をた くとい う修験道独 自のい となみがかつ て展 開していた、 といえます。 こ

の場合、二の鳥居が もつ結界 としての意味合 いはつ よまることになります。 また、____.の鳥居 と二の鳥居

をふ くめた一円をあつか うことによって、川岸か ら峰にいたるひろい範囲を考察の対象にふ くめるこ と

がで きます。今後の研究にて、未解決の事項 をときあかすためには、小菅の中心ばか りに 目をむけるの

ではな く、 はばひろ く周辺 に目をむける方が よいで しょう。

2)仁 王門周辺

二の鳥居 を くぐると、急 な坂 にな り、かつ てはこの道筋の両側 に並木があ りました。仁王門へ いたる

坂の途中に越後へむかう道が分岐 してい ます。その上に仁王 門がたってい ます。 この 「仁王門は、仁王

尊堂 とよばれ、天和3年(1683)の 「社寺領並 由緒書上」 には 「仁王堂」 の名 がみえている」、 と指摘

されてい ます(信 濃建 築史研究室調査編集 『受 け継がれ る信仰のかたち 江戸時代のお宮 とお寺一飯 山

市近世社寺建築 調査報告書一』飯山市教育委員会、1992年3月 、18頁)。

現在、仁王 門の背後 には石積みがあって、いったん右 におれ、そ こか ら奥社入 口にいたるまっす ぐな

坂道 にな ります。小菅 にいたる参道は、二の鳥居か ら仁王 門にむか うもののほか、南 の谷 あいにある神

戸集落か ら風切峠をへて小菅にむか うもの、お よび北竜湖 をへ て小 菅にむか うものがあ ります。小菅の

里 にいたる参道 は、西か らの もの、南か らの もの、北 か らの もの、 といった ように三方か らな ります

が、中心 となる参道 はやは り西か らのもので、 これが二の鳥居か ら仁王門へいた る参道です。 したがっ

て、 この仁王 門が小菅の里 にもつ意味はす こぶるおお きい、 とかんが えるべ きです。

第一 に、仁王 門を くぐった ところで道筋 が石積み にぶつ かって、右 に屈 曲します。 とはい え、永禄

九年絵図 は、現在 の仁 王門 よ り南の位置に 「西大門」 としる し、門をえがいています。 ここか ら上 に

のびて、「下之院内」、「中之院内」、「上之 院内」 としるされた道筋 はまっす ぐで、屈 曲は一切あ りませ

ん。現在の仁王門は柱 の基礎が礎石ですが、 コンクリー トでかため られているため、基礎の調査がで き

ず、建物 と土地 との関係 を検証することがで きません。 しか し、現在 の仁王 門は、永禄九年絵図のえが
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く 「西大門」の場所 か ら現在 の場所 をうつされた、 と想定することも可能です。

第二 に、仁 王門は小菅の里を くぎる一つの結界 になってお り、重要 な位置 にある点 をが んがえる必要

があ ります。永禄九年絵 図 は、 まず 「二之鳥居」 とい う文字 と建物 の姿 をえが き、その上 に樹木 を計四

本 えが き、「西大門」 とい う文字 と建物 の絵 をえがいてい ます。その間に、「鳥居 よ り西大 門まて十丁奥

院まて廿五丁」 としる しています。 問題は、「西大門」のす ぐ上 にえがかれた、南北二列 にな らぶ家 々

です。 これ らは、切妻 で路 に平 をむけた姿で、計22棟 が えがかれてい ます。「西大門」 の南 では計10棟

あ り、「諏訪宮」にいたってい ます。「西大 門」の北では計12棟 あ ります。 さらに、その北 に 「北沢」 と

しるされた16棟 が、同様 に切妻で路 に平をむけた姿で東西二列で計16棟 えがかれています。

とくに 「西大 門」南の計10棟 がえがかれた位置 に対応する箇所 にて、小菅修験遺跡の発掘調査 が平成

14年 度(2002)実 施され ました。田圃 をほった結果、中世にさかのぼる掘立柱建物跡 と石積遺構二が検 出

され ました(飯 山市教育委員会編集 『飯 山市埋蔵文化財調査報告第68集 小 菅修験遺跡2002』 同、2003
お

年3月)。 この石積遺構 は、全長が40.3メ ー トル もある点か ら推 して、棚 田の一部 を構成 す る一辺であ

る、 とはいえないで しょう。おそ らく、掘立柱建物跡 は院坊 とは区別 された在家で、 この石積遺構 は在

家のたつ土地 と院坊 のたつ土地 を区切 るものであった、 との想定が成立 します。

第三 に、現在 の仁王 門あ るいは永禄九年絵図が えが く 「西大門」 は、小菅の里の領域 を規定する構 築

物である、 とい う意味が重要で しょう。それは、 この門か ら奥社入口までの距離が、任意 に設定 された

のか、それとも何 らかの規則 に したがって設定 されたのか、 という問題 とふか く関連 します。

第四に、 さきにふれたように、「西大門」のす ぐ上 にあ る家 々 とさらにその上 にあ る院坊が 中世末 の

段 階で区別 されていたのか、 とい う点にかかわ ります。現在は、仁王門の上 に民家がひろが っていて、

院坊 はあ りませ ん。中世末における在家 と現状の民家配置 をかんがえる上で、仁王門の位 置がす こぶる

重要である、 とい えます。

第五に、永禄九年絵図 にみえる 「西大 門」 と天和3年 「社寺領並 由緒書上」にみえる 「仁王堂」 はお

な じものか どうかが問題 です。戦 国期末 の放火 をふ まえる と、「西大 門」はその ときに焼失 し、「仁王

堂」はその後 の構 築である、 とかんがえることも可能です。 この場合、「西大 門」 と 「仁 王堂」 の位置

が ことなるのは中世後期 と近世後期の差異 に対応す ることにな ります。

3)里 宮 とその参道

①里宮へいたる参道

永禄九年絵 図は、「西大門」か ら上 に、 「下之院内」、「中之 院内」、「上之院内」 としるし、'その両側 に

数々の院坊 の名 をしるす とともに、その建物 をえがいてい ます。現在 の里宮 に対応する場所 に 「入所大

権現里宮」 としるされてお り、名称に関するか ぎり、差異はみ とめ られませ ん。 しか し、永禄九年絵 図

がえが く建物 は、現在の里宮 とその姿が ことな ります。

この里宮へ いたる参道は、南北 になが くつづ くもので、両脇 に樹 木が うっそ うとしげっています。入

口に鳥居が もうけ られてお り、 たい らな道筋のあ とに急な石段が あ り、その上に里宮 を核 とす る宗教施

設があ ります。 この鳥居 は、主柱の前後に控柱 を二つ もつ形で、左右対象 になっていて、計6本 の柱が

6個 の礎石 の うえにすえ られています。 この礎石のほかに2個 の礎石があ ります。この礎石 は、 まんな

かが まる くえ ぐられていて、ふか さ数十センチがあ ります。 この礎石 は、 この鳥居が控柱 を もつまえの

礎石であった とかんが え られ ます。 このおお きい礎石 は、 まる くえ ぐられた くぼみ に柱 が さ しこまれ

て、その前後 に控柱がな くて も自立 できる形の基礎 であった、 と想定 されます。す なわち、ふるい鳥居

は、2本 の主柱 のみで ささえられていて、その柱 の脚部には礎石がす えられてい ましたが、その礎石 に

脚部が さしこまれる形 で した。つ ま り、 ふるい鳥居 は、柱 の脚部が 固定 されていて、 自立で きる よう

になっていた、 と想定 され ます。 この ように柱の脚部が固定 される姿は、掘立柱 に典型的です。礎石建

の場合 も、礎石 に くぼみがかたどられていれば、柱の脚部が固定 される姿 を想定すべ きです。 この姿 は、
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小菅では、かつ ての大灯籠(現 在 は、控柱がつけ られていますが、 もともとは控柱がなか った とのこと
のぼり

です)や 幟の柱脚部にみ られます。

②里宮 とその基軸

石 階段 をあが りきると、正面 に神楽殿があ り、 その背後の石段 を数段あが った ところに里宮 があ りま

す。鳥居、石段、神楽殿、里宮 といった構築 物がなす軸線は南北軸 になってい ます。 この南北軸 は、す

ぐとな りの講堂 と合致す るのですが、仁王門と奥社入 口までの参道が なす東西軸 と直角 になっています。

永禄九年絵図 も、現状の基軸 とおな じ形 をえがいています。すなわち、仁王門の上か ら奥社入 口まで

まっす ぐのびる東西方向の道筋 に直角 をなす南北軸 として里宮への参道がえがかれています。 この参道

のす ぐ東にえがかれた南大門 ・中門 ・金堂 ・講堂 も南北軸 としてえがかれてい ます。このほか に も、南

北軸に したが う配置が永禄 九年絵 図にみ られ ます。

小 菅には、 このように、東西軸 に規定 された建物 と土地がある一方、南北軸 に規定 された建物 と土地

があ ります。 この二つの基軸 は ともに同時期 に設定 された もので しょうか。それ とも、 これ らは順 を追

って設定 された もので しょうか。おそ らく、二つの基軸 は順 をおって設定 されたので しょう。 まず、里

宮や講堂な ど、南北軸に したが う形の道 と建物が設定 され、その後 に、この南北軸をつつみ こむ形 で、

東西軸 にしがた う形の道 と建物が設定 された とかんがえ られます。推測の域 をでませ んが、小菅の里の

原初は南北軸 にしたが う講堂周辺 にある、 とお もい ます。

4)講 堂周辺

講堂 周辺は、里宮へいたる参道 とは対照的で、樹木が ほとんどな く、全体が たい らになってい ます。

中心 はやは り講堂です。講堂の前では、柱松採灯神事がい となまれ、近世の絵 図史料 はそ こを 「堂庭」

としる しています。南にはしだれ桜 と市神 の石が あって、実際、 この 「堂庭」 をふ くめ、小 菅の里では、

市がたっていました。 また、東側 に蓮池があ り、講堂 と蓮池の問に御旅所があ ります。祭礼 の ときに、

里宮境 内の神輿殿 のなかにある神輿が この御旅所へ うつ されます。御旅所の特徴 は、柱の脚部が土台に

なっている点 にあ ります。

稲垣榮三氏 によれば、「土台の もつ効用の一つは、建物 を移動 し易 い とい うことである」。 また、「柱

下に土台 を組む手法 は、一定の場所 に建物 を固定 してお く場合 には考 えに くい方法」です。 さらに一般

に、「神が常住 しているわけではない」 のであ り、「祭 りの ときのみ神殿 を置 くという方式が行 なわれて

いた」、 とかんが えられ ます(稲 垣榮三 「土台の意味」、同 『原色 日本 の美術 第16巻 神社 と霊廟』小学

館、194-195頁 、1968年10月)。 小 菅の御旅所 も、神が移動するこ とを前提 とした、 もともとは常設では

ない建物であって、現状の土台 はそのことをよくつたえている形である、 といえます。

同様 に、常設 ではない建物 として、市立の ときに仮設 される 「飛 さや」が、近世 の絵 図か ら、 この

「堂庭」 にて、確 認 されます。すで にのべ たように、平成15年 度(2004)の 小菅修験遺跡 の発掘調査 に

て、講堂周辺地 区にて、「飛 さや」に対応する発掘遺構が検 出され ました。 とりわけ、講堂周辺地区C

地点では、四つない し五つの石でロの字に くまれた石組が検 出されま した。 この石組 は中央が穴 になっ

てい ます。この穴 に、市がたつ ときに柱 の脚部 をさしこむ、 とかんが えられ ます。また、 この石組か ら

なる建物跡 も看取 され ました。 したが って、近世 には、講堂周辺 にて、「飛 さや」 による市立が なされ

たことは確実です。 このほか、奥社へいたる参道 にそっては、 「高見世」 としるされた建物 による市立

が なされていた ことも確認 され ました。現時点では、「高見世」の考古学 的発掘成果は検出 されていま

せん。 しか し、民家の遺構iのなかには、参道に面 した ところにミセ とよばれるちいさい部屋がつたわっ

ている点が、かつて 「高見世」が小菅の里 にたっていた証拠 になります。

現在の講堂 は、近世にたて られたおお きい建物です。その内部にたいへん立派な仏像があ ります。近

代 にはいってか ら、講堂 は、一時、学校 にな りました。公会堂 として もつかわれたことがあ り、 こども

たちが屋根裏 にのぼった り、 こまをまわ した りした遊び場 でもあった との ことです。つ まり、阿弥陀三
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尊像 を安置す る講堂は、仏教的要素 をつたえつつ も、徐 々に人のための空間に変容 してい った、 とい え

るでしょう。 これを宗教建築の世俗化 とよぶことも可能ですが、他方で、仏 の顔か ら人の顔へ建築が表

情 をかえてい く過程で もあ ります。 この過程 は、徐 々に確実 に進行するので、神仏分離や廃仏殿釈 とい

った明治維新政府 が断行 しようとした施策 とは対照 的で しょう。

旧松本藩の全 久院 も開智学校 にな りましたが、旧松本 藩では廃仏殿釈 が徹底 されたの で、全久 院か

ら仏教的要素 は否定 され、後 に全 久院の境 内をつか って、全久院 を解体 しつつ、寺の古 材 を部分 的に

転用 して、開智学校が建設 され、その後、現在 の位 置 にうつ されています(松 川智一 ・土本俊和 「松

本城下町にお ける寺 院の転用計画一廃仏殿釈の都市計画的位置一 」、 『日本建築学会計画系論文集』495、

215-222頁 、1997年5月)。 小菅の講堂は、仏像が否定 されることもな く、建物 もこわ され なか ったので、

旧松本藩の全久院 と対照的です。 このことは、近世か ら近代へ の連続性が小菅にてみ とめ られ る一例 と

いえます。

対 して、松本 は近世 にあた らしくつ くられた城下町です。小菅 は中世 に不明な点がおおいので、 中世

か ら近世への変容 がはっき りしません。唯一・、その形態 を想定す ることができる史料が永 禄九年絵図で

す。おそ らく、 この絵図のすべてがただしいわけではないで しょう。 とはいえ、 この絵図のすべてがた

だ しくないわけではないで しょう。問題 は、 この絵図がえが く諸々の事柄 のなかで、真か偽 かを判別で

きる要素 にわけていった うえで、検証 できる要素か ら検証 していって、検証 しづ らい要素 は後世の研究

にゆだねてい く、 とい うことで しょう。

永禄九年絵 図は、近世の姿 とばことなる姿 を豊富 にえがいてい ます。に もかかわ らず、 部分的 に近世

の姿がみえが くれ します。この姿 は、モ ノあるいは形 を記録 した りつたえた りす る過程での、部分 的に

生 じたあや まり、場合 によっては、部分的にほどこした虚構 である、 といえます。つ まり、 この絵 図に

対 して、あや しい部分 をふ くむか ら考察の対象 か らはずす、 とい う姿勢 よ りも、あや しくない部分 もあ

るか ら考察の対象 にふ くめてお く、 という姿勢の方が よく、 この方が、今後、柔軟 に対応す ることがで

きるで しょう。あや しい箇所があるか らといって、そのすべて をほうむ りされば、そ こにふ くまれてい

る有意義 な情報の断片 もほ うむ りさられて しまいます。

永禄九年絵 図は講堂周辺地区を詳細 にえがいてい ます。す なわち、南か ら北へ、南大門、中門、金堂、

講堂、鐘楼、食堂、荒神 な どの建物名 をしるし、建物 の外観 もえがいてい ます。問題 は、現在 の講堂周

辺地区にこれ らの宗教建築が ことごとくおさまるのか、 という点 にあ ります。そこで、 この絵 図が えが

く建物の柱 問の数に即 して、個 々の建物 の規模 を想定 し、個々の建物 をこの土地 にお としてい くと無理

な くおさまる姿がえ られ ました(『 第2巻 小菅総合調査 ・研 究編』 の第3章 「小菅をはか る ・お しはか

る」所収、図B)。 この姿か らただちに、永禄九年絵 図が とらえた講堂周辺地 区の姿がた だ しい、 とは

いえません。 とはいえ、「小菅 は里 山に設け られた山岳密教寺院 として平安時代前期頃に成立 した」、 と

いう魅力的な仮説 を敷彷す る上で も、 この姿 を復原 した意義はみ とめ られるで しょう(前 掲 ・山本 「山

岳修験のルーッをさ ぐる」127頁 引用)。

5)菩 提 院

菩提院は、廃仏殿釈 の後 に、大聖院の仏式什器があつめられた寺 とされてお り、仏教的 な貴重 な要素

を今 日に数 々つたえています。 また、菩提院は、奥社へ の参道 にじかに面 している唯一・の宗教建築です。

敷地の南西 の角にある鐘楼 は、その柱 と梁の隙間か ら遠方がす けてみえるので、夕暮 れ時 など、印象 的

な景観 をか もしだ して くれます。

6)馬 頭観音堂

馬頭観音堂 は、妙高山がみえる西 をむいてお り、奥社 にいたる参道 と基軸がおなじであ りますが、 む

しろ、講堂か ら直角 にのびる参道がその基軸である、 と判断 した方が よいで しょう。馬頭観音堂 には現

在、二体 の馬頭観音坐像があ り、 もう一・体の馬頭観音坐像 は、平安後期制作 とされ、現在 、市有形文化
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財です。かつては、加耶吉利観音堂の本尊 とされ、 また、板絵著色観音三十三身図も加耶吉利観音堂 に

あった とされ ます。奈良の長谷寺 には、かつて、その内々陣に板絵著色観音三十三身図があった とされ、

その姿 をとらえた古写真 を長谷寺の甲田弘明氏 を通 じて入手す ることがで きました。 また、奈 良文化財

研究所 の箱崎和久氏 らが まとめた 『重要文化財長谷寺本堂調査報告書』(前 掲)を 参照 しつつ、加耶吉

利観音堂 に板絵が三つの面 に配 されていた姿 を想定 しました(『 第2巻 小菅総合調査 ・研究編』 の第3

章 「小菅 をはか る ・お しはか る」所収、図A)。

7)護 摩堂、大聖院庭園、大聖院跡

護摩堂 と大聖院庭 園と大聖院跡がある土地 は奥社入口の南側 にあって、西側 には近世 にきずかれた立

派な石積みが土留擁壁 になっています。

まず、護摩堂 は寛延3年(1750)の 建立 とされ、それ以前の伝承 はあ りません。講堂 とともに堂'々と

した建築で、細部の意匠 もみこたえがあ ります。

この護摩堂で は、 さきにのべた ように内陣で護摩がたかれた可能性 もあ ります。他方、修験 道独 自

の、屋外 で行 なわれる採燈護摩 を念頭 にお くと、原初的には、護摩堂のたつ土地には、 このおお きい宗

教建築が立地 していなか った、 ともかんがえ られ ます。 この土地 にあったのは、おそ らく、 まず は水源

信仰 に対応 した池で しょう。現在 でも柱松柴灯神事 において清水 をたたえるこの池の水 に宗教 的な意味

が こめ られています。他方、想定の域 をで ませ んが、近世 に護摩堂がたて られる以前は、屋根や壁 をと

もなわない、屋外で行 なわれる採燈護摩が この土地でお こなわれていた、 とかんが えられ ます。 この場

合、護摩壇 は、地面 にあるので、その遺構が護摩堂の床下 などにあるか もしれ ません。逆に、 この土地

の西側 にしっか りした石積みが近世 にきずかれる以前 は、建築 を ともなわない、水 と石 と炎 に よる宗教

的ない となみが、 この土地 にて展開 していた、 ともかんがえられます。

大聖院跡 は、平成14年 度(2002)の 発掘調査 にて、礎石が確認 され、建物の規模がはっきりしました。

とはいえ、大聖院にも謎がおおいため、今後、古写真 などをふ くめて、往時の姿 を復原 してい くほか、

小菅の里にお ける大聖院のあ りようをさらに検証 してい くことが、 もとめ られ ます。

8)奥 社入 口

大聖 院の北側が奥社入 口 といわれる場所で、現在、鳥居がたっています。鳥居 を くぐると緑 こい杉並

木 と石畳がつづ き、昼なお くらい雰 囲気 のなか、木漏れ 日が印象的です。永禄九年絵図 にはこの場所 に

鳥居がえがかれてお らず、 また、鳥居 に類する言葉 もしるされてい ません。現在の鳥居 は、近世にはい

ってか らたて られた可能性 もあ りますが、今回の調査では確認 できませんでした。

9)奥 社

信仰の もっ とも奥 ふか い ところに位置す る奥社 は、「小 菅山奥 院天正以来修復記録井馬頭観音 由来」

(前掲)か らその歴史がわか ります。 この史料 は、別当の誠孝が棟札 な どをもととして、編年体 で整理

した ものです。 この史料 か ら奥社 は、 天正19年

(1591)4月 に 「修覆」 された ことが確認 される

とと もに、そ の後 も、 か さね て修理 されて きた

ことが確認 されます。 また、天正19年 をさかのぼ

る記述が一つ あ ります。す なわち、「社頭 内二記

奥院三社頭造 立永正五 年九月成就畢 別 当大

聖院澄瞠 世話 方 井 ノ坊 住弘澄」 としるされ

ています。 『邦訳 日葡辞書』(岩 波書店、1980年)

に よれ ば、 社 頭(シ ャ トゥ)と は、「Yaxirono

caxira.(社 の頭)す な わ ち、 宮(Miya)の か

しら。 すなわ ち、 まわ りにある神(Cami)の 社 奥社本殿
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の中のか しらの ような社。」 とあ ります。「三社頭」 とは、奥社の内 々陣 に安置 されてい る三つ の宮殿

をさします。 『重要文化財小菅神社奥社本殿修理工事報告書』 は、三基 の宮殿 のうち、二基が永正5年

(1508)5月 である、 としるしています。「奥院三社頭」 を、奥院な らびに三社頭 とよむのか、奥院の三

社頭 とよむのかで解釈が ことな りますが、天正19年 は奥社 の 「修覆」ですか ら、天正19年4月 をさかの

ぼる時点で、奥社 はすで にあった、 とかんがえてよいでしょう。また、奥社内々陣に安置 される三基 の

うち、二基 は永正5年 である、 といえます。

他方、 くだっては、奥社 の重要文化財 の指定が昭和39年(1964)で 、現状変更 をともな う解体修理工

事が昭和42年(1967)で 、部分修理工事が昭和55年(1980)で す(文 化庁編集 『国宝 ・重要文化財建造

物 目録』第一法規出版、1990年 参照)。 雪 がふかい峰のなか に立地す ることもあって、奥社 は、近世か

ら現代 にいた るまで、幾度 も修理がか さね られてきた建物 です。

屋根裏にのぼった際、数々の棟札 を確認 され、数々の人々の名がみ られました。 そのなかで昭和42年

の現状変更を ともなう解体修理工事 にたず さわ られた濱島正士氏 の名 も確認 され ました。 また、屋根裏

は生 き物が生息す る拠点で もあ り、外陣の長押 の上には大蛇の脱皮 した皮がのこされてい ま した。

3ま とめ

小 菅の社寺建築 は、 まさに多様であ り、複雑 な変遷過程 をへ ていた、 と想定 されます。で きた建築が

維持 されて きた とともに、必要があれば、その姿がかえられて きた ことも想定 されます。 また、建築 を

ともなわないい となみが建築にさきだって展 開 していた ことも想定 されます。小菅の魅力 は、永年の多

様な い となみによって展 開 して きた歴史が、景観のなかの しかるべ き場所 にて、 コ トバでかた られつつ、

モノと空間で しめされつづ けてい ることにあ るで しょう。(信 州大学工学部教授 土本俊和)
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第3節 小菅神社の美術工芸品

1彫 刻

1)馬 頭観音坐像 像高34.3木 造彫眼素地 平安 時代後期

馬頭観音 の古代 イ ン ド名 は 「ハヤ グリーヴ ァ」、漢字では 「何耶掲剛婆 」あ るいは 「賀野乾哩縛」 と

記 されるので、「加耶吉利堂」 とはまさに 「馬頭観音堂」 を意 味 し、馬頭観音 が当社開創以来 の本尊で

あった ことがわか ります。(以 下、奥 院本尊像)

本像 は、かな り傷みが進 んでいますが頭頂か ら体幹部

までを一・材か ら彫 り刻む もので、真 手の上腕部 までを共

木か ら彫刻 してい ます。樹種鑑定の結果、本体部にはホ

オノキ を用いていることが判明 しました。六本の脇手 を

寄せ付 けていま したが、現存の脇手は全て後補です。現

状 では体部背面材 を失 っていますが、 当初か ら内刹 りは

な く、今見る体部背面の状態 は後世の調整で しょう。 ま

た、かつては彩色 もなされていたはずですが、現在 はそ

の痕跡 をみせ てい ません。

三面はいずれ も目を吊 り上げて眉根 を寄せ、狗牙 を上

出 し、天冠 台を戴いて髪 を逆立 てて盆怒のさまを示 して

います。本面のみ眉間に第三 目をあ らわ し、標幟 として

の馬頭 は正面頭上に基部のみ残 して失 なわれています。

脇面 には第三 目をあ らわさず、天冠台 と逆立つ髪 をあ ら

わ しています。菩薩形の通例 として左肩 か ら右脇下に条

吊を着 けて、下身には裳 を着けて股 間に折 り返 し部をあ

らわす。左上腕 部は体部 と共木か ら彫出 されるので、密

木造馬頭観世音菩薩坐像

教の図像集 に掲 出す る三面八腎像 で、いわゆる馬口印を胸前で結ぶ姿が想像 されますが、本像 では脇手

の様子 を知 りえません。脚部は左足首部 の残存が認められるので、両踵部 を寄せて足裏を正面 に向ける

とい う特異 な坐法であった とみ られます。

本像 は小ぶ りなが らも均整 に優 れた造形 にま とめ られ、逆立つ髪 の毛筋 や開いた口内の歯列 と狗牙

の彫 りなどは細部 まで神経の行 き届いた彫 りみせ る。 また、着衣の浅い文様 の彫 り方や控 えめな肉取 り、

あるいは過度 に及 ばない盆怒の さまなど穏 やかな都風 をよ く伝 える ものであることか ら、本像 の制作年

代は平安時代後期お よそ12世 紀後半 にあると考え られます。本像がホオノキ材 を用いているこ とは偶然

の ことではな く、可搬 な経典の図像 にな らいなが ら、入手容易 な地元材 を用いて当霊地 に遊行廻 国 した

修行僧 による造像が考 えられるのではないで しょうか。平安時代 に遡 る像例 は少 な く、その点で も貴重

です。

2)馬 頭観音坐像 木造彫眼古色 像高56.2江 戸時代中期 観音堂所在

現在の観音堂本尊 です。頭上 に馬頭 を戴 く三面三 目二腎 の姿 とし、狗牙 を出 して頭髪逆立つ盆怒相 に

あ らわ されています。 目は彫眼 として、金属製 の宝冠 ・垂飾並 びに胸飾 ・理路 をつけています。両手を

胸前で合 わせ て第二指 と第 四指 は指 し合わせて馬口印を結 んでいます。両肩 か ら掛 ける天衣は肘部で輪

形 をなす さまとし、条吊 ・下裳 を着 けています。左足 を立て膝 として蓮台上 に座 しています。現状 は古

色仕上げです。

面部はやや鯉の張 った印象が強いですが、変則的な坐法 にもかかわらず全体 を難 なくまとめてお り、
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江戸時代 の仏 師の手になった もの とみ られます。小菅神社 の古文書 によれば、奥院本尊像 の傷みが激 し

くなったため 「新仏」 を 「前立 」として観音堂を建立 し安置 した とされてい ます。 この 「新仏」が本像

にあたるもの とみ られ、 したが って観音堂建立の享保十四年(1729)に 制作 された もの と推定 され ます。

3)馬 頭観音坐像 木造玉眼彩色 像高37.5元 禄九年(1696)観 音堂所在

本像 は頭上 に馬頭 を戴 く三面三 目八腎の葱怒形 として体躯 を赤色 にあ らわされ、天衣 を両肩 に掛 け、

条 吊 ・下裳 を着けてい ます。真手 は胸前で馬 口印を結 び、六本の脇手 は全 て別材 を矧 ぎ寄せ ます・左足

を立て膝 とし、足裏 を合 わせて蓮台上 に座 しています。三面 ともに玉眼 を嵌め入れ るが、眉間の第三 目

は彫 りあ らわ しています。

厨子背面の朱=漆銘か ら元禄九年(1696)に 「八所大権現御本地尊像」 として造立 された ことが知 られ

ています。坐法 こそ奥院本尊像 とは異な りますが三面三 目八腎 の形制 は通 じています。願主は 「飯 山住

西川」ですが名前の不明なのが惜 しまれます。本像 は台座底面 の墨書か ら 「大仏師平井満雲」 の作 とわ

か ります。彩色像であ り台座 ・漆塗 り厨子の調達な どか ら考 えれば京都で制作 された もので しょう・

4)役 行者像 木造玉眼彩色 像高 江戸時代前期 奥社所在

大和の葛城山にあって神通力 を有 し修験道の開祖 と伝 え られています。小菅山の縁起 に も登場 し、山

中の岩窟に至 って初めて馬頭観音の示現をみた とされます。本像 は頭 巾を被 り箕葉衣 を着 して高足 駄 を

履 き、岩座 に腰掛 けた さまにあ らわされてい ます。現在は持物 を失い、玉眼を欠 しています。小菅神社

の古記録 によれば、享保入年(1723)の 奥院修理の際に箕作の嶋田三左衛=門を施主 として再興 された と

記 されるものに該当す るもの と考 えられ ます。

5)阿 弥陀三尊像 木造玉眼漆箔衣部古色 享保十七年(1732)旧 講堂所在

旧講堂本尊 です。中尊の阿弥陀如来は膝前で定印 を結び、蓮華の台上 に結珈跣座 して瞑想するさまに

あ らわ されています。やや面長の面部に吊 り上 り気味の目と髪際の下がった大ぶ りの螺髪 など、鎌倉 時

代 の仏像の作風 を手本 にしたことが うかがえます。中尊体 内の銘文か ら願主 「恵舜」の もと元隆寺講堂

の本尊 として享保十七年(1732)に 再建 された ものであることが知 られます。恵舜 は別当大聖院第六世

であ り、享保 十四年(1729)の 観音堂新建に引 き続 き、講堂修復 の大役 を勤 めた ことになる。さ らに本

像 は膝前部の銘文か ら京都 四条 に住 した 「大仏師奥田杢之丞」 による制作であることが判 明 してい ます・

なお、左右の脇侍 となる観音 と勢至の二菩薩像 は、手馴れた作風の中尊 とは異なって、面部の表情硬

く体部の造形 も均整を欠いて ぎこちない印象が強いので、地元の仏師に よるものか と思われます・

2絵 画

1)観 音菩薩三十三応化身像 板絵着色 十五面

画面法量 縦 横

『法華経』観音菩薩普門品に よれば、観音の名

を称えるあ らゆる衆生の求め に応 じて、観音菩薩

はその姿 を三十三に変 えて済度す るといいます。

本図は檜 とみ られる板 に胡粉下地を施 し、単純

なが ら闊達な輪郭線で尊像 を描 き出 し彩色 してい

ます。横笛 を吹 き、左足裏 をみせて踊 る姿の迦楼

羅身像 や武将形身像 の面部にみるu一一`怒の さまな ど、

いずれ も姿態を巧妙 的確 に表現 して秀逸に仕上 げ

ています。現状では下地か らの剥落が激 しく尊容

の多 くを失 っているもの もあるため、十五面 とな

った現在 では身名 を同定することは困難な状況に 童 女
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